
N　第一子誕生後の縦断的データの分析

1．母親の養育態度と父親・母親の子どもに対する評定

　　　生後3・4ケ月時，7・8ケ月時，12・13ケ月時の3回，家庭訪問を行った時

に母親を対象に養育態度について質問調査する。調査内容（資料4，5，6）は3・4ケ

月時のものは，他の2回と一部内容が重複している。また，7・8ケ月時と12・13ケ

月時の調査は同一内容である。さらに，父親と母親を対象に子ども対する感情，子どもの

性格などについて評定を求める。これは3回とも同一内容となっている。本報告において

は，3回に亘る母親の養育態度と父母の子どもに対する評定の変容について検討する。

　なお，調査項目は三宅らのものを使用する。

　（1）母親の養育態度と子どもに対する評定

　　　a子どもと母親の生活

　　　　表IV－1～3は，子どもの状態と母親の関わりの状況について，月齢による変化

について見たものである。

　母親の子どもの状態への配慮の仕方は月齢の違いにより明らかに異なっている。また，

子どもの状態の違いによる対処の仕方にも月齢による違いが明らかに認められる。このよ

うな対処の違いには子どもの目覚めている時間の違いや泣きの頻度における発達的な違い

が関与していることが生活時間調査の結果から示唆される。

　　　b社会環境と子どもの反応

　　　　表W－4～6は，社会環境と子どもの反応について見たものである。ここでは社

会環境として来訪者の有無および買い物に連れていって貰う機会についてみる。これらは

人的及び物的な刺激に触れる機会の指標となるものである。子どもの月齢が上昇するに従

い子どもの社会環境は豊かになっている。また，身近な存在としての母親及び父親につい

て，他の人と区別しているかどうかを見ると，3・4ケ月時において全ての対象児は母親

を他の人と完金に区別しているとするが，父親については明らかに区別しているとするも

のは約6割に過ぎない。

　　　c父親の育児参加

　　　　母親が父親の育児参加の頻度について評定を求めた結果を示したのが表N－7で

ある。「いつも言われなくともする」に1点，「ときどきする」に2点，「ほとんどしない」

に3点を与えて得点化したものである。月齢による有意な変化はいずれの育児行動におい

ても見られない。父親が比較的参加する育児行動は，「おむつの交換」「風呂に入れる」「遊
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ぶ」である。あまり参加しないものは「食事の世話ゴである。各月齢の評定の相関をみる

とほとんどの行動に有意な相関関係があり，3・4ケ月時の父親の育児参加の状態がその

まま継続されることを示している。

　　　d母親の子どもに対する感情

　　　　対になっている感情語を呈示し，どちらにより近い感情をもっているかについて

5段階評定を求める。右端の感情を肯定する場合には1点を配し，左端の感情を肯定する

場合は5点を配する。各月齢の平均点を示したのが表W－8である。

　母親はいずれの月齢においても「可愛い」「丈夫だ」「抱きしめたい」「いきいきしてい

る」「手がかからない」「美しい」としており，月齢による有意な変化は認められない。「静

かである」については月齢の上昇により「やかましい」の方向に変化が認められるが，有

意差は認められない。また，各月齢間の相関を見ると「可愛さ」については，3・4ケ月

時の感情はそれ以降の月齢における感情と有意な相関関係が認められる。「いきいきして

いる」については3・4ケ月と12・13ケ月の間に有意な相関が認められる。しかし，

他の感情については3・4ケ月の感情がそれ以降の月齢時の感情を予測することは出来な

いことを示している。しかし，7・8ケ月と12・13ケ月の間には「抱きしめたい」「手

がかからない」「美しい」について有意な相関関係が認められ，12・13ケ月時の子ども

への感情は，3・4ケ月時からよりも7・8ケ月からの予測性が高いことを示している。

　　　e母親による子どもの性格評定

　　　　子どもの性格の評定についても感情の評定と同様に5段階評定を求め，同様な得

点化の手続きをとり，平均値を示したのが表N－9である。いずれの月齢においても3点

に近い平均点となっており，母親自身が子どもの性格を比較的中庸的に受け止めているこ

とを示している。各月齢間に有意差は見られないが，「きむずかしい一のんきそう」および

「ねばり強い一あっさりしている」については月齢が上昇するにつれ「きむずかしい」「ね

ばり強い」方向に評価される傾向が認められる。

　各月齢における相関関係についてみたのが，表W－10である。3・4ケ月と7・8ケ

月および3・4ケ月と12・13ケ月では前者の方に多くの有意な相関関係が見られる。

また，3・4ケ月と12・13ケ月および7・8ケ月と12・13ケ月についてみた場合

は後者の方に多くの有意な相関関係が認められる。このように子どもに対する母親の性格

評定は余り長期に亘って安定したものでないことを示している。これは先に述べたように

母親自身が明確な評定が出来ないことが関係しているものと考えられる。

　　f子どもの機嫌のよさ

　　　子どもの気質の1つになだまりやすさがある。7・8ケ月および12・13ケ月時

に子どものなだまりやすさについて評定を求めた，平均点および相関係数を示したのが表

一56一



N－11である。なだまりやすさについて4段階評定をもとめ，「よくある」に1点を配

し，「ない」に4点を配する。母親は子どもが泣くときにはそれなりの理由があると理解し

ており，また，相手をすれば比較的短時間でなだまり，扱いやすい子どもととらえられて

いる。また，有意な相関は「扱いやすい」に認められたにすぎない。子どものなだまりや

すさは必ずしも時間的な流れの中で安定したのもでないことを示唆している。

　　　g育児の過程における感情

　　　　母親が育児に関わる体験の中でどの様な思いを体験しているかについて見たのが

表N－12である。ここでは，「よくある」から「全くない」までの4段階評定を求める。

「よくある」に1点を配し，「全くない」に4点を配する。

　　月齢間に有意差が認められたものは，「子どもがいなければよいと思う」「自分のやり

たいことができなくてあせる」「何となくイライラする」である。3・4ケ月と7・8ケ月

の間には有意差は認められないが，3・4ケ月と12・13ケ月および7・8ケ月と12

・13ケ月の間に有意差が認められ，出産後1年ほどたった段階で母親は子どもとだけの

生活ではなく，母親自身の生活への渇望が顕著になってくることが示唆される。しかし，

子育てそのものに対しては「充実感がある」とするものが多く，各月齢を通じて非常に肯

定的に受け1ヒめられている。表1V－13により各月齢間の相関を見ると，3・4ケ月と1

2・13ケ月間に比較して3・4ケ月と7・8ケ月および7・8ケ月と12・13ケ月の

間に多くの有意な相関関係が言忍められることから，比較的短いスパンにおいては母親の育

児に対する感情は安定していることを示している。しかし，育児が母親と子およびその家

族との関係の中で営まれる関係であることを考慮するば，変容しうるものであることを示

している。

　（2）父親の育児参加と父親の子どもに対する評定

　　　a父親の育児参加

　　　　父親の育児参加について父親自身の評定と母親による評定との相関について見た

のが表N－14，15，16である。母親の場合と岡じ様に育児への参加の頻度について

3段階評定を求め，「いつも甘われなくともする1に1点，「ときどきする」に2点，1ほと

んどしない」に3点を与えて得点化したものであるfiどの月齢においても父親が比較的よ

く参加している育児行動は1風呂に人れる川遊ぶ1であり，めったに参加し無いのが1子

どもと2人で留守番1をすることである。」巨社会といわれる今日，親子3人で出掛ける機

会の方が日常化しており，父親と子どもが2人で留守番するという状況そのものがほとん

どないことに起因している。1食巾：の世話川散歩1などの頻度は月齢の上昇により増加す

る傾向が認められるが，有意差は認められない。IU親の評定でも見られたように父親の育

児への参加は子どもの発迷・成是により顕著に変化することはない。

　各月齢間の相関をみると，表W－15に見られるように全ての育児行動において7・8
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ケ月と12・13ケ月の間に有意な相関が見られる。3・4ケ月時における父親の育児参

加の頻度が必ずしもそのまま継承されるものではないことを示し，母親の結果と異なる。

　次に父親と母親の評定の結果について各月齢時における相関を見たのが表N－16であ

る。「遊ぶ」以外の全てに有意な相関が認められ，両者の認識が高い一致を持つことを示し

ている。両者の平均点を比較した場合には「遊び」以外の育児行動の全ての評定点は父親

の方が低くなっており，父親の方が母親が考えるよりも多く参加していると認識する傾向

にある。しかし，「遊び」に関してはむしろ母親のほうが高く評定している。

　　　d父親の子どもに対する感情

　　　　子どもに対する感情について見たのが，表N－17である。評定点は1から5点

に分布し，数値が小さいほど対になっている右端の感情を肯定することを意味する。

　父親は子どもに対して「可愛い」「丈夫だ」「抱きしめたい」「いきいきしている」という

肯定的な感情持つと共に「静かである」「手がかからない」「美しい」についてはそれほど

肯定はしていない傾向が認められる。各月齢間に有意差が認められたのは「静か一やかま

しい」のみであり，3・4ケ月時に比較して7・8ケ月時に子どもに対して少し「やかま

しい」と言う感情を持つようになる。また，「せわがやける」という感情も3・4ケ月時に

比較して7・8ケ月時に子どもに対していだく傾向が認められる。他については月齢によ

る有意な変化は認められない。

　各月齢間の相関を見たのが表N－18である。7・8ケ月と12・13ケ月の間に多く

の有意な相関が認められ，7・8ケ月時に子どもに対して抱く感情がその後にも継承され

る可能性のある事を示している。

　　　c父親による子どもの性格の評定

　　　　父親が子どもの性格をどのように評定しているかについて見たのが表N－19で

　　　　　　　　　　　　　　　　　rある。評定得点が低いほど対になっている右端の性格特性が強いことを意味している。月

齢間に有意差が認められた特性は「気が強い一気がやさしい」「きかなそうだ一すなおそ

うだ」であり，月齢が増すに従って「気が強い」「きかなそうだ」と受け止める父親が多く

なっている。また，いずれの月齢においても共通に認められる傾向としては「明るい感

じ」「あたたかい感じ」であるが，「神経が太い一神経質である」「気むずかしい一のん気そ

う」「ねばり強い一あっさりしている」「男らしい一女らしい」についてはどちらとも言え

ないとするなど，父親自身の子どもの性格評定はまだ中庸傾向が顕著に認められる。これ

は母親においても認められた傾向であり，子どもの性格評定において両者間に顕著な差異

は認められない。

　月齢間の関連を見たのが表N－20である。「活動的だ一おっとりしている」について

は各月齢を通して有意な相関が認められる。他の特性については3・4ケ月と12・13

ケ月の間には有意な相関は認められず，3・4ケ月と7・8ケ月および7・8ケ月と12
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・13ケ月においては幾つかの特性間に有意な相関関係が認められる。先に平均値を見た

ときには各月齢間における変動が認められない。しかし，このように月齢間による有意な

相関が余り見られないことから，個人のレベルにおける評価の安定性は余り無いことを示

している。

　（3）まとめ

　　　　子どもの養育環境は，子どもの月齢の上昇につれ社会的刺激が豊かになっている。

3・4ケ月時における子どもの母親と父親の認知をみると母親についてはすべての子ども

が明らかに認知している。母親に比較すればその比率は低いものの60％の子どもが父親

を認知しており，父親の育児参加と子どもの父親の認知の関係が示唆される。母親の評定

では3・4ケ月時の父親の育児参加は12・13ケ月時にも継続される傾向が認められる。

しかし，父親の自己評価ではそれ程長い期間に亘る一貫性はなく，7・8ケ月時と12・

13ケ月時に有意な相関が認められるにすぎない。父親の育児参加は妊娠時に夫婦の間で

話されていたものよりも多岐に亘っている。母親の評価と父親の自己評価には有意差は認

められないが，母親の評価の方が父親よりも父親の育児参加を高く評価している傾向が認

めらる。これらのことから子どもの養育環境は子どもの月齢の変化に対応して良好な変化

を示すと共に連続性と一貫性が図られていることを示している。母親は自分の育児体験に

ついては全体的には充実感があると肯定しながらも子どもの月齢が上昇するに連れ，母親

自身の生活時間も確保したいという思いも明確になってくる傾向がある。このような母親

の思いが，12・13ケ月以降の子どもとの生活の中での解決のされ方については，今後

の継続研究の中で検討される必要がある。

　父親と母親の子どもに対する評定について見ると，いずれも子どもに対して明らかに肯

定的な感情を持っている。これらの感情は子どもの月齢の上昇による変化は余り顕著には

認められない。しかし，月齢間にはそれほど多くの有意な相関は認められず，個人のレベ

ルでは子どもへの感情は子どもの月齢の上昇によりかなり変化するものといえる。また，

子どもの性格については父親も母親も中庸的にとらえている傾向が認められる。しかし，

子どもの月齢の上昇により性格の評価は性向についてやや鮮明さを増す傾向がある。性格

の評価も感情と同様にあまり長期間にわたる有意な相関は認められない。子どもの気質的

側面の指標として父親と母親による子どもの評定を見た場合，あまり顕著な気質的特性を

有した対象児は見られない。

2．実験場面の行動評定

　　　3・4ケ月時，7・8ケ月時，12・13ケ月時の3回に亘って家庭訪問を行い，

実験場面における父親と子ども，母親と子ども，見知らぬ人と子どものそれぞれのペアー

の行動評定を行う。家庭訪問の日時については予め電話で対象児の体調の好い日時と父親
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の在宅を確認して決める。家庭訪問は女性2名が行う。1名は実験場面で子どもの表情を

VTRカメラで撮影することと実験開始前および実験終了後の子どもの様子を撮影する役

割を負う。他の1名は実験場面における父親と子どもおよび母親と子どもの様子をVTR

カメラで撮影する。さらに，実験場面では見知らぬ人の役割を演じる。全ての家庭および

全ての実験場面において同一人が「見知らぬ人」役を演じる。実験終了後は父親と母親に

対する面接調査者となる。実験場面の父親・子ども・母親の行動は全て2台のVTRカメ

ラに録画し，フィルムを再生視聴しながら行動評定を行う。

　VTRカメラに対する緊張をとく意味もあって，父親と母親には子どもの行動を撮るこ

とが目的であると説明する。実験の主たる目的は，半統制的な実験場面における父親と母

親の子どもへの行動を評定することと子どもの父親と母親と見知らぬ人への行動を比較検

討することにある。見知らぬ人を演じるものは，子どもに対して応答的に関わるよう意図

するが，見知らぬ人の方から子どもに積極的な働き掛けはしないようにする。

　（1）実験場面

　　　　Ainsworthらは，子どもは愛着対象と同席している時には，愛着対象を安全基地

として活用し，探索行動を活発化させるが，不安な状況におかれた時には愛着対象に対し

て愛着行動を活性化するとしている。特に実験的には愛着対象との短い分離を経験した後

の再会場面において愛着行動が顕著に出現することを見いだしている。しかし，彼等によ

り考案されたStrange　Situation　Procedureは，実験室での手続きであり，本研究協力

者の子どもの年齢では，再三に亘って実験室に来所してもらうことに難しさがある。そこ

で，彼等の指摘する分離・再会場面を含む，次の6つのエピソードからなる実験場面を構

成する。ここでは，父親と母親の子どもへの行動を評定することと子どもの父親と母親へ

の行動を比較検討し，子どもの愛着行動については次項で扱う。

　　〈実験場面の構成〉

a

b

C

d

e

f

遊び場面（約3分間）

一人場面・分離場面（約1分）

呼び掛け場面（約30秒）

再会場面（約3分）

身体的接触場面（約1分）

身体接触解除（約1分）

　　子どもの不安が強いなど子どもの状況により各エピソードの所要時間は短縮若しくは

延長する。

　（2）子どもの行動評定項目

　　　　実験場面における子どもの行動について分離前および分離後の父・母・見知らぬ

人との場面における子どもの行動については以下の9項目について5段階評定を行う。頻
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度および程度が高い場合には5点を配し，その行動がほとんど認められない場合には1点

を配する。また，一人で残された場合や父親・母親・見知らぬ人からの呼び掛け場面の行

動については4項目について5段階評定を行う（資料No，11参照）。

　　　1）分離前および分離後の行動評定項目

　　　　a泣きとむずかり

　　　　　　明らかな泣きでその持続が長い場合には5点を配し，泣きやぐずりが全く認

　　　　　められない場合には1点を配す。

　　　　bなだまりやすさ

　　　　　　ぐずったり，泣いたりした場合も自分で立ち直れた場合は5点を配し，父母

　　　　　や見知らぬ人が抱っこしたりしても泣きやぐずりの状態が解消しない場合には

　　　　　1点を配す。

　　　　c子からの身体接触

　　　　　　子どもの方から父母や見知らぬ人に身体的接触を求め，その接触が比較的長

　　　　　時間続く場合は5点を配し，子どもの方からの身体的接触が見られない場合に

　　　　　は1点を配す。

　　　　d機嫌のよさ

　　　　　　機嫌がよく，表情も豊かな場合は5点を配し，ぐずったり，泣いたりがしば

　　　　　しば認められる場合は1点を配す。

　　　　e発話

　　　　　　子どもの方から父母や見知らぬ人に対して発声がしばしば認められる場合は

　　　　　5点を配し，発声が全く見られない場合は1点を配す。

　　　　f活動水準

　　　　　　子どもが手足を動かしたり，発声が多く，生き生きした印象を与える場合は

　　　　　5点を配し，手足の動きも発声もほとんど認められない場合は1点を配す。

　　　　g相互交渉のたのしさ

　　　　　　父母や見知らぬ人からの働き掛けを肯定的に受け入れ，相互交渉をたのしん

　　　　　でいる場合5点を配し，父母や見知らぬ人からの働き掛けを拒否するなど否定

　　　　　的な反応をする場合は1点を配す。

　　　　h働き掛け

　　　　　　父母や見知らぬ人からの反応を期待して子どもの方から積極的に発声した

　　　　　り，動作などによる働き掛けをする場合は5点を配し，子どもの方からの働き

　　　　　掛けがほとんど認められない場合は1点を配す。

2）呼び掛けと再会した場合の評定行動項目

　a活動性の増減

　　前場面の活動性に比較して当該場面での活動性が顕著に増加した場合は5点
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を配し，逆に活動性に顕著な減少が認められた場合には1点を配す。

b泣きとむずかり

　　明らかな泣きでその持続が長い場合には5点を配し，泣きやぐずりが全く認

められない場合には1点を配す。

c父母や見知らぬ人を探し求める

　　明らかな後追い行動が認められる場合は5点を配し，後追い行動が全く認め

　られない場合1点を配す。

d活動水準

　　子どもが手足を動かしたり，発声が多く，生き生きした印象を与える場合は

　5点を配し，手足の動きも発声もほとんど認められない場合は1点を配す。

　（2）各月齢間における子どもの行動変容

　　　　各エピソード毎に母親，父親，見知らぬ人に対して子どもが示した行動の発達的

変化について見る。

　　　1）母親との場面

　　　　　く分離前〉

　　　　　　分離前の行動評定において各月齢間に有意差が認められたのは，子どもの方

から積極的に母親の反応を期待して働き掛ける「働きかけ」行動であり，7・8ケ月に有

意に高い頻度で認められる。また，「活動水準」は月齢の上昇により増加する傾向が認めら

れる。他の行動には有意差は認められない。

　　　　　〈一人場面〉

　　　　　　一人で部屋に残された場合，月齢の上昇により活動性は減少する傾向が認め

られ，一人で残されることが子どもの活動性を抑制する傾向にあることを示している。退

出した母親を探し求める行動は月齢の上昇により顕著になる傾向がうかがえる

　　　　　く呼び掛け場面〉

　　　　　　母親の呼び掛けに対して母親の声のするほうに振り向いたり，母親の呼び掛

けに子どもが発声をしたり，移動可能な場合には声のする方に移動するなどの行動は子ど

もの月齢の上昇につれ顕著になる。また，12・13ケ月時には，母親の呼び掛けや母親

の姿を見ることによって，子どもの「活動水準」は明らかに活性化する。

　　　　　〈分離後〉

　　　　　　分離後の再会場面では，分離前よりも多くの行動に月齢間における有意差が

認められる。月齢の上昇により活性化する行動は，「子からの身体接触」「発声」「活動水

準」「働きかげ」である。また，減少する行動は「なだまりやすさ」である。「むずかり」

「機嫌」「相互交渉のたのしさ」については月齢による変化は認められない。
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　　　2）父親との場面

　　　　　く分離前〉

　　　　　　分離前の行動評定において各月齢間に有意差が認められたものは，「なだま

りやすさ」「子からの身体接触」である。前者は月齢の上昇により減少する傾向があり，後

者は逆に上昇する傾向が認められる。他の行動には有意差は認められない。

　　　　　〈一人場面〉

　　　　　　母親の場合と同様に子どもが一人で部屋に残された場合には，月齢の上昇に

より活動性は減少する傾向が認められ，一人で残されることによって子どもの活動性が抑

制される傾向にあることを示している。退出した父親を探し求める行動は12・13ケ月

においてより顕著になる。また，7・8ケ月における活動水準は他の月齢ほど顕著な減少

は認められない。

　　　　　〈呼び掛け場面〉

　　　　　　父親の呼び掛けに対して声のするほうに振り向いたり，子どもが発声をした

り，移動可能な場合には声のする方に移動するなどの行動および子どもの活動水準は，月

齢の上昇につれ有意に顕著となる。

　　　　　〈分離後〉

　　　　　　分離後の再会場面では，月齢間に有意差が認められる行動は「子からの身体

接触」「活動水準」「相互交渉のたのしさ」である。これらの行動はいずれも，月齢の上昇

により活性化する行動である。他の行動については月齢間における有意差は認められない。

　　　3）見知らぬ人との場面

　　　　　く分離前〉

　　　　　　分離前の行動評定において各月齢間に有意差が認められたのは，「子からの

身体接触」「機嫌」「発声」「相互交渉のたのしさ」である。「相互交渉のたのしさ」以外

は，いずれも3・4ケ月と7・8ケ月の間に有意差が認められるものであり，いずれも7

・8ケ月時の方で活性化する。「相互交渉のたのしさ」については7・8ケ月と12・1

3ケ月の間にも有意差が認められ，7・8ケ月の方が活性化する。他の行動には月齢間に

有意差は認められない。

　　　　　〈一人場面〉

　　　　　　有意差が認められる行動は，退出した「見知らぬ人を探し求める」行動であ

り，3・4ケ月に比較して7・8ケ月および12・13ケ月に顕著に上昇する。他の行動

については有意差は認められず，父母と異なっていることを示している。

　　　　　〈呼び掛け場面〉

　　　　　　見知らぬ人の呼び掛けに対して声のするほうに振り向いたり，子どもが発声

をしたり，移動可能な場合には声のする方に移動するなどの行動および子どもの活動水準

は，月齢の上昇につれ有意に顕著となり，父母の場合と同様な傾向が認められる。見知ら
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
ぬ人の声掛けによって7・8ケ月には活動性が3・4ケ月よりも減少する傾向が認められ

る。この様な変化は父母の場合には認められないことから，聞き慣れない声に対して活動

性が抑制された可能性が示唆される。

　　　　　〈分離後〉

　　　　　　月齢間に有意差が認められる行動は「なだまりやすさ」「子からの身体接触」

「相互交渉のたのしさ」である。「子からの身体接触」以外の行動はいずれも，月齢の上昇

により減少する行動であり，「相互交渉のたのしさ」は7・8ケ月と12・13ケ月の間

に有意差が認められ，12・13ケ月のほうが見知らぬ人との交渉を喜ばない傾向が認め

られる。これは分離前にも認められた傾向であり，父母に対する行動とは明らかに異なっ

ており，両者の対人関係の違いを反映しているものと推察される。

　　　4）父親と母親と見知らぬ人に対する子どもの行動の比較

　　　　　く分離前〉

　　　　　　有意差が認められた行動は7・8ケ月時の「働き掛け」のみであり，子ども

は見知らぬ人よりも母親により多く働き掛ける傾向が認められる。しかし，父親と母親と

見知らぬ人に対する子どもの他の行動についてはいずれにも有意差は認められない。

　　　　　〈一人場面〉

　　　　　　父親と母親と見知らぬ人に対する子どもの行動についてはいずれにも有意差

は認められない。

　　　　　＜呼び掛け場面＞

　　　　　　3・4ケ月時には「活動性の増減」「活動水準」はいずれも父親よりも見知ら

ぬ人との場面において子どもに活性化する傾向が認められる。同じく3・4ケ月時には特

定の「人を捜し求める」行動は見知らぬ人よりも母親に対して多く表出される行動である。

12・13ケ月時には特定の「人を捜し求める」行動は見知らぬ人よりも父親に対して多

く表出される行動である。しかし，父親と母親と見知らぬ人に対する子どもの他の行動に

ついてはいずれにも有意差は認められない。

　　　　　＜分離後＞

　　　　　　7・8ケ月時においては「発声」は母親よりも見知らぬ人に対して多く示さ

れる行動である。12・13ケ月時には「相互交渉のたのしさ」と「働きかけ」はいずれ

も見知らぬ人よりも母親や父親に多く働きかける行動である。他のいずれの行動において

も有意差は認められない。

　（3）親の行動評定項目

　　　　分離前および分離後の場面における親の行動を評定するために，以下の8項目に

ついて5段階評定を行う。頻度および程度が高い場合には5点を配し，その行動がほとん

ど認められない場合には1点を配する（資料No，　10参照）。
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a働きかけ

　親から子どもへの働き掛けの多さを見る。絶えず言葉や玩具などによる働き掛

けを行う場合は5点を配し，親からの働き掛けがほとんど見られない場合は1点

を配す。

b応答性

　　子どもからの働きかけに対していつも反応している場合は5点を配し，ほとん

　ど反応が無い場合は1点を配す。

c気配り

　　子どもに対して注意や関心を絶えず払い，子どもの気持ちに旨く添うように気

配りをしている場合は5点を配し，親の考えを一方的に押し付ける場合は1点を

配す。

d関わりのスムーズさ

　　親と子の関わりが大変にしっくりいっている場合は5点を配し，相互交渉がほ

　とんど成立しない場合には1点を配す。

e関わりのたのしさ

　　親が子どもと関わることを大変楽しんでいる場合には5点を配し，子どものす

　ることに対して拒否等が多く見られる場合には1点を配す。

f子への接触

　　親の方から子どもと身体的接触を持つことが非常に多い場合には5点を配し，

　ほとんど親から身体接触を持つことがない，あるいは子どもの方から身体接触を

　求めてきてもさらっとした感じの身体接触を持っている場合には1点を配す。

gリラヅクス

　　親の行動がいつもと特に変わらない場合には5点を配し，VTRカメラを非常

　に気にするなど緊張が強い場合には1点を配す。

h身体的遊び

　　子どもと遊ぶときに子どもの体を宙に放り上げるようにするなど身体的活動性

　が高い場合には5点を配す。またそのような身体的遊びが見られない場合には1

　点を配す。

　　1）母親の行動評定

　　　　く分離前〉

　　　　　月齢間に有意差が認められた行動は「関わりのスムーズさ」「子への接触」「身

体遊び」であり，いずれも月齢が上昇するに連れ減少する傾向が顕著に認められる。「子へ

の接触」が減少するのは，子どもの運動能力の発達が関与していることが推察される。つ

まり，7・8ケ月以降の子どもたちはおすわりや移動が可能となっており，子どもの姿勢

の保持などがバラエティに富む結果として母親の働き掛けが多様化したものと考えられる。
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また，身体的遊びが12・13ケ月に顕著に減少する理由の1つにも，運動能力の発達が

考えられる。ほとんどの子どもが移動可能となっており，母親が意図的に身体遊びをする

場合あるいは子どもが身体遊びを求めた場合に相手をしてやるのに対して，他の月齢時の

身体遊びは抱っこした場合に子どもの体を揺すると言うことが多いことに起因しており，

全体的な傾向として月齢による減少を来すこととなる。

　　　　〈分離後〉

　　　　　月齢間に有意差が認められた行動は「応答性」「関わりのスムーズさ」「子への

接触」である。応答性は7・8ケ月に比較して12・13ケ月の方が有意に高い応答性を

示している。他の2つは，3・4ケ月に比較して他の月齢の方が有意に低くなっており，

これは分離前にも認められた傾向である。

　　2）父親の行動評定

　　　　く分離前〉

　　　　　月齢間に有意差が認められた行動は「働きかけ」「子への接触」「身体遊び」で

ある。これらのいずれも子どもの月齢の上昇により顕著に減少する。後者の2つの行動に

ついては，3・4ケ月時と7・8ケ月時および12・13ケ月時との間に有意差が認めら

れる。これらの傾向は，母親にも同様に認められたものである。母親の場合に指摘したと

同様の理由が父親の場合にも指摘される。

　　　　〈分離後〉

　　　　　月齢間に有意差が認められた行動は「働きかけ」「応答性」「関わりのスムーズ

さ」「関わりのたのしさ」’「子への接触」である。父親が子どもの働きかけに対して応答す

る頻度は3・4ケ月に比較して12・13ケ月の方が有意に高くなっている。また，「働

きかけ」「関わりのスムーズさ」「関わりのたのしさ」は3・4ケ月と7・8ケ月の間に顕

著な減少が認められるが，他の月齢との間には有意差は認められない。「子への接触」にお

いては3・4ケ月と7・8ケ月および12・13ケ月のいずれとの間にも顕著な差が認め

られる。

　　3）母親と父親の比較

　　　　〈分離前〉

　　　　　「応答性」は全ての月齢において母親の方が有意に高く，「気配り」は3・4ケ

月時と7・8ケ月時において母親の方が有意に高い。「身体的遊び」も7・8ケ月時は母

親の方が有意に高い。他の行動については有意差は認められない。

　　　　＜分離後＞

　　　　　12・13ケ月時の「応答性」にのみ有意差が認めら，母親の方が有意に高い。

しかし，他の全ての行動に有意差は認められない。
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　（3）まとめ

　　　　実験場面において子どもが，母親と父親および見知らぬ人に対して示す行動と母

親と父親が子どもに対して示す行動について子どもの月齢による変容および対象の違いに

よる差異について検討する。対象者別に月齢による変容について子どもの行動を見ると見

知らぬ人への働き掛けに比較的多くの有意差が認められ，特に3・4ケ月時と7・8ケ月

時との間に多くの有意差が見られ，7・8ケ月時の方が子どもからの働き掛けが多く見ら

れる。父親と母親の場合はあまり顕著な月齢による変容が認められないことが特徴といえ

る。また，父親と母親と見知らぬ人への行動における差異を見ると分離前より分離後の方

に差異が見られ，特に相互交渉のたのしさや父親や母親からの反応を期待して働き掛ける

行動はいずれも見知らぬ人よりも父親と母親に多く見られる。このような差異が明確にな

るのは12・13ケ月時であり，Ainsworthらはこの年齢をいわゆる子どもが特定の対象

に愛着を形成する時期としているものと一致しており，その意味では本結果で母親・父親

と見知らぬ人に対して見いだされた行動の違いは，Ainsworthらの結果を支持するものと

なっている。

　父親と母親が子どもと関わる行動について見ると，分離前においては母親の方に子ども

の月齢による差異が父親よりも多く認められる。父親に有意差が見られたものは母親にお

いても同じく有意差が見られたものである。分離後においては逆に月齢間における有意差

は父親の方に多く見られる。しかし，いずれの場面においても子どもに対する母親と父親

の行動には月齢による有意差の見られないものの方が多い。母親と父親の行動を比較した

場合は，応答性や気配りなどいわゆる子ども側の活動を助長するような効果が期待できる

働き掛けは母親の方に多く認められる。このような母親と父親の行動の違いについては次

章で検討する。

3．愛着の形成

　　先に述べた実験場面に分離後の再会場面で次の愛着行動がどの程度示されたかにより

子どもの愛着関係についてみる。この前提には子どもは，愛着対象であるものに対して他

のものに対するよりも多くの愛着行動を示すという考え方がある。L　ambは，　Ainsworth

らが愛着行動の中に微笑むや発声するなどの行動も含めているが，これらは親和行動とし

て区別すべきであるとの指摘を行っている。その理由として愛着行動は，子どもと愛着対

象との永続的な関係に根差した関係の中で表出されるものであるのに対して親和行動は子

どもが好意をもっている人に対して表出する行動であるとしている。勿論，親和行動の表

出は愛着関係が成立している関係の中でより多くなされるという特性を持っている。本研

究ではLambらの立場に立って，再会場面での分析においては愛着行動と親和行動をわけ

て扱う。Lambらは愛着行動を6つの行動カテゴリーでとらえているが，「近接する」「手

をのばす」という行動カテゴリーは本研究では使用しない。対象児の年齢が小さいという
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こともあって，ほとんどの場合子どもと父・母・見知らぬ人の物理的距離が1メートル以

内であることが多く，カテゴリーとして弁別効果が期待できないことによる。また，対象

児が父・母・見知らぬ人に対して手を差し出す場合，その意図は身体的接触を得ることに

あるためこの行動は「だかれたがる」行動の指標の1つとして扱うこととする。ここでも

愛着行動の基本的定義は，父・母・見知らぬ人との身体的接触要求と密接に結び付いた行

動とする。また，親和行動は，子どもが父・母・見知らぬ人と相互交渉をもつことを意図

して表出する行動とする。

　また，愛着行動はいずれも愛着対象との身体的接触を遂行することを目的として表出さ

れる行動であり，その目的を達成若しくは途中放棄するまである時間幅をもって持続する

行動である。そのため愛着行動のカウントは，10秒のタイムサンプリングによって行う。

一方，親和行動の持続時間は比較的短く，1回1回の行動の表出が相互交渉的意味を持っ

ているため，それらの行動の表出の絶対頻度をカウントする。

　　　〈愛着行動〉

　　　　　　泣く・むずかる

　　　　　　接近する……子どもが父・母・見知らぬ人に向かって近付く移動行動

　　　　　　抱かれたがる……抱いて貰いたくて父・母・見知らぬ入に両手を差し出す

　　　　　　接触する……子どもの方から開始する身体接触

　　　く親和行動〉

　　　　　　ほほえむ

　　　　　　声を出す（快・不快を含む）

　　　　　　注視する

　　　　　　笑う

　　　　　　物を差し出す

　父母のどちらにより早期に愛着を成立させるかについては，父親よりも母親に対して早

期に愛着を成立させるとするもの（例えば，Cohen＆Campos）や両親に対して有意差

はない（例えば，Feldman＆Ingham）とする研究があり研究によって異なり，この件

に関してはまだ結論は出されていない。本研究においては，子どもが特定の人に対して愛

着を形成していないとされる3・4ケ月から研究を開始し，子どもが最初の愛着を形成す

るといわれる7・8ケ月，さらに強固な愛着を形成するといわれる12・13ケ月まで継

続研究を行うことにより，子どもの愛着の形成過程について見る。さらに，見知らぬ人に

ついても同様な手続きを挿入し，父母への愛着の形成過程をより明らかにする。

　分離場面あるいは分離後の再会場面において強い泣きが1分以上継続するなどの混乱が

子どもに認められる場合には実験場面を短縮したり，割愛する。

　　まず，実験場面の実施状況について，特に各場面が完全に実施出来たか否かについて

みる。ついで，各エピソードが完全に実施できたものを対象として父・母・見知らぬ人に

対する愛着行動および親和行動の表出における差異について検討する。最後に，各エピソ
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一ドが完全に実施出来たものと出来なかったものの2群に対象児を分け，両群における子

・父・母の行動評定の結果について比較検討する。

　（1）実験場面の実施状況

　　　　〈3・4ケ月時〉

　　　　　母親との実験場面においては2名の対象児の泣きが激しいために分離後の場面

を短縮する。父親との実験場面においては全ての対象児について実験場面を短縮すること

なしに実施する。見知らぬ人との実験場面においても2名の対象児の泣きが激しいために

分離後の場面を短縮する。母親との実験場面を短縮した対象児についてみると，1名の対

象児の場合は，分離前には父親の時ほど上機嫌ではなかったが，発声も多くかなり機嫌の

よい状態にあったが，再会後に泣きが見られ，抱っこされると間も無くなだまる。しか

し，途中から泣きが激しくなる。母親により泣きの原因が，空腹によるものとされたため

実験を中断する。他の1名は泣きの原因が眠たいためとされ，実験を中断する。見知らぬ

人との実験は前者の場合は授乳後に実施し，後者の対象児については後日実施する。これ

らのいずれの対象児の場合も見知らぬ人との実験場面は，中止せずに行う。

　次に，見知らぬ人との実験場面を中止した対象児についてみる。1名の対象児の場合

は，分離前の父母との実験場面ではぐずりや泣きは全く見られないが，見知らぬ人との実

験場面では，分離前の場面で泣きが出現する。そして，分離後の場面ではさらに泣きが強

まり，だっこの効果が認められなかったため実験を中止する。中止後，母親に抱っこされ

ると直ぐになだまる。子どもの状態が少し落ち着いてから見知らぬ人が対象児を抱っこす

ると再び激しく泣き出す。他の1名の場合も，見知らぬ人から父親に対象児を手渡すと直

ぐになだまる。これら2名の対象児については，母親の報告では対象児は父親と母親を他

の人から明らかに識別しているとしている。これらのことを考え合わせると，この2名の

対象児のいずれも従来言われているよりも早い時期に父母に対して愛着関係を成立させて

いることが示唆される。また，家庭訪問時の面接調査では60％以上の対象児が，父親と

母親を他の人と明らかに区別していると回答しており，従来言われるよりも早い時期に乳

児と両親の間に愛着関係が成立している可能性が考えられる。

　母親との実験場面の中止の原因は，空腹，眠気などいずれも対象児の生理的レベルの状

態による。この2名の場合はいずれも母親が父親のつぎに行っており，父親との時は生理

的状態が良好であったが，母親の時までその状態が保たれなかったことに起因している。

しかし，見知らぬ人との実験は最後に行っているために，父親もしくは母親との場面で対

象児の生理的状態が悪くなった場合には，状態の回復を図ってから実施したため生理的状

態のために場面を中止するという事態の発生はない。

　　　　〈7・8ケ月時〉

　　　　　母親および父親との実験場面においては全ての対象児について実験を短縮せず

に実施する。しかし，見知らぬ人とのエピソードにおいては2名の対象児の泣きが強いた
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めに分離前の最初の遊び場面の途中で実験を中止する。いずれの対象児も母親に抱っこさ

れると直ぐになだまる。1名は，3ケ月時にも見知らぬ人との実験場面を中止した対象児

である。他の1名は母親との面接時に「見慣れない場所（よその家など）に行ったとき

に，慣れるまでにかなり時間がかかる」とされている対象児であり，さらに，この対象児

が好きでない人は「眼鏡をかけた人」ということである。たまたま見知らぬ人が眼鏡を掛

けており，その条件を満たしていたことも原因となって対象児に強い情動反応を引き起こ

したものと考えられる。一般的には7・8ケ月時には人見知りが現れ，子どもにとって愛

着対象が明確になる時期であるといわれているが，この2名以外の対象児には実験場面の

継続が不可能になるほど激しい動揺を表出したものはない。

　家庭訪問時の面接調査により，よその人一般に対する反応を見る（複数回答可）と，「ま

じめな顔をして相手を見る」（69．2％）と「かすかにほほえむ」（46．2％）の2つ

となっており，泣くと言うような強い情動を示す反応は指摘されていない。また，「特に，

こう言う人は駄目」と言うように特定の特徴をもった人に対する固有な不安反応があるか

どうかを聞いた結果では，半数近い対象児にはそういう人がいるとしている。どのような

条件を備えた人であるかをみると，「男の人」とするものが一番多く，ついで「大声の人」

あるいは「声の低い人」を上げている。見知らぬ人がこれらの条件を持ち合わせていな

かったために，多くの対象児に情緒的混乱を与えなかった可能性が考えられる。この月齢

時においては見知らぬ人の役割を演じる人の属性によって，結果が左右される可能性が推

察される。

　　　　〈12・13ケ月時〉

　　　　　母親との実験場面においては実験を中止した対象児は1名である。この対象児

の場合は，第一回目の実験は父親と一緒に行い。ついで母親との実験を行うが，父親との

実験時から身体接触要求が強く，父親の膝から降りれず，身体接触を得ている時には泣き

やぐずりは特に認められない。しかし，父親が少しでも対象児を膝から離す素振りをする

と不安な様子を示すために実験を中止した対象児である。母親との実験場面でも母親の膝

から降りれず，父親の場面と同様の行動傾向を示したため実験を中止する。また，父親と

の実験場面においては2名の対象児について実験を中止する。1名は母親との実験を中止

したものであり，他の1名は，分離後の再会場面の途中で対象児がVTRカメラに興味を

もって近付いた時に，父親がわざと大きい声で注意を与えたところ激しい泣きの状態に陥

り，父親ではなだめられなくなったためにエピーソドを中止する。見知らぬ人との実験場

面においては約半数の6名の対象児の泣きが激しいために分離後の場面を短縮する。内1

名の対象児については，父・母との分離ができなかったために見知らぬ人との実験場面の

実施そのものを中正する。さらに，分離前の遊び場面の途中で中止したもの2名，分離後

の再会場面を短縮したもの3名となっている。これら6名のいずれも父母のいずれかに

抱っこされると直ぐになだまりを得ていることからこれらの6名のものは，この時点にお

いて父母に対して愛着を形成していることが明白に認められる。なお，これらの中には先

一70一



に7・8ケ月時に見知らぬ人との実験場面を中止したものは含まれておらず，7・8ケ月

時に母親に対して顕著な愛着関係を持っていた対象児が，この時期には見知らぬ人との実

験場面を中止するほどの強い情動的混乱に陥らなっかたということは，早期に愛着関係を

成立させることが社会的発達を促進させる可能性をもつことを示唆している。

　母親，父親，見知らぬ人との実験場面の中止状況からみると母親と父親の間には顕著な

差異は認められないが，見知らぬ人と父母の間には明白な差異が認められ，それらの差異

は子どものなだまりの状態からみて愛着関係の成立と関係するものであることが明らかと

なる。また，月齢との関連を見ると3・4ケ月時において明らかに父母に対して愛着を形

成しているものが見られるが，その比率は低い。また，3・4ケ月時に父母に強い愛着を

示したものは，7・8ケ月時においても強い愛着を示す。しかし，7・8ケ月時に父母に

強い愛着を示していたものは12・13ケ月時には父母に対して強い愛着を示すことは無

くなっており，早期に父母に強い愛着を示すことは対人関係の発達を促進する要因となっ

ていることが示唆される。全体的な傾向としては，父母に対して強い愛着を示す比率は1

2・13ケ月時に最も高くなっており，愛着形成における発達的傾向が明確に認められる。

しかし，父母間には明確な差異は認められず，本結果はFeldman＆Inghamの結果を支

持するものとなっている。

　（2）愛着行動と親和行動

　　　　ここでは，父・母・見知らぬ人に対して表出される愛着行動と親和行動における

違いについて検討する。分析対象とした実験場面は，分離後の呼び掛け場面から再会場面

までを含む5分間である。これはAinsworthらが分離後の再会場面において愛着行動がよ

り顕著に表出されるとすることによる。そのため，分析対象とするものは全ての実験場面

を短縮および中止せずに行ったものとする。各月齢別に父・母・見知らぬ人に表出される

愛着行動と親和行動における差異を検討するためにT検定を行う。

　3・4ケ月時において父・母・見知らぬ人に表出される愛着行動と親和行動には有意差

は認められない。7・8ケ月時においては愛着行動である「接触する」行動の表出は，父

親よりも母親に対して多くなされる傾向がある。また，12・13ケ月時においても「接

触する」行動については7・8ケ月と同様の傾向が認められるとともに，「接近する」愛着

行動は見知らぬ人に対してよりも父親に対して多く表出される傾向がある。親和行動につ

いては「ほほえむ」は見知らぬ人よりも父親に多く表出され，さらに「注視する」は母親

よりも父親に対して多く表出される傾向がある。

　このように父・母・見知らぬ人に対して表出される愛着行動と親和行動の多くのものに

おいて顕著な差異は見出だされない。差異が見出だされた行動のいずれも父親に対して多

く表出されている。Lambらは父母に対して表出される愛着行動には有意差は認められな

いが訪問者（見知らぬ人）との間には多くの愛着行動に有意差があるとの結果を明らかに

している。また，親和行動については母親よりも父親に多く表出されることを示している。
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親和行動の表出対象に父親がなる傾向は，本結果と一致するものであるが，父母と見知ら

ぬ人に対する愛着行動の表出の結果は明らかに異なっている。このような結果の差異は，

分析手続きに依存している可能性が考えられる。つまり，本結果の分析においては実験場

面の各エピソードを完全に終結した対象児が，父・母・見知らぬ人に対して表出した愛着

行動と親和行動を対象としているのに対して，Lambらは日常生活において父・母・訪問

者に対して表出されたものを対象としているという違いである。本研究においては，12

・13ケ月時には対象の約半数のものが実験を中止しており，分析対象から除かれている。

これらの対象児が見知らぬ人に対して愛着行動および親和行動を表出する可能性は，実験

を中止しなかったものたちに比較して著しく低いことが考えられる。それゆえ，実験場面

を中止せずに全対象に行った場合，見知らぬ人に対して表出する愛着行動と親和行動の頻

度は母親や父親に比較してかなり減少することとなろう。ここで分析対象としたものに，

父母と見知らぬ人に対して表出される愛着行動と親和行動に有意差が認められなかったの

は，分析対象になった対象児がこの時期には家庭のような見知った場所では，例え見知ら

ぬ人と2人で同室するというような状況にあっても，不安を覚えることがなくなっている

ためと考えられる。

　本結果から示唆される事柄は，3・4ケ月時と7・8ケ月時に比較して12・13ケ月

時には多くの子どもが見知らぬ人に対して不安を覚え，その不安解消の手段として父母の

存在が明確な役割をもっている。さらに，12・13ケ月時には見知らぬ人に対してそれ

ほど強い不安を示さない子どももあり，そのような子どもは愛着行動や親和行動の表出対

象が特定個人に集中することがなく，複数の対象に対して同程度の表出が可能であり，対

人関係に広がりが見られる。

　（3）見知らぬ人に対する不安に関係する要因

　　　　先に，12・13ケ月時に完全にエピソードを実施できたものは，結果的には見

知らぬ人に対して強い不安を示さなかった子どもたちであり，一方，エピソードを中止も

しくは短縮したものは見知らぬ人に対して強い不安を示した子どもたちである。そこで，

ここでは対象児の見知らぬ人に対する不安の表出を手掛かりとして安定群と不安群の2群

に分ける。このようなグループ化に寄与する要因として父母の養育態度や子どもの行動特

性や気質などが考えられるため，父母の養育態度と実験場面における子どもへの関わり行

動および子どもの性格評定などにおける両群の差異について検討する。結果の分析はT検

定により両群の差異を各月齢別に検討する。

　　　〈養育態度と関わり行動〉

　　　　　両群における父母の養育態度には顕著な差異は認められない。実験場面におけ

る子どもへの関わり行動についてみると，3・4ケ月時においては母親の方から子どもへ

の接近を図る行動は不安群に多い。また，7・8ケ月時では父親自身が子どもとの相互交

渉をたのしんでいると評価したものは安定群に多く，身体的活動量の多い激しい遊びを提
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供するものは不安群の方に多く見られる。母親についてはこの月齢時においても不安群の

母親の方が子どもとの身体的接触を図ることが多く，身体的活動量の多い激しい遊びの提

供も多い。12・13ケ月時においては子どもへの気配りと子どもとの相互交渉を楽しん

でいる父親は安定群の方に多いが，母親には両群間に有意差がみられない。身体的な接触

量と相互交渉のたのしさが両群のグループ化に寄与しているものと考えられる。

　　　　〈性格評定〉

　　　　　父母によってなされた対象児の性格評定の結果についてみる。まず，3・4ケ

月時においては安定群の父親は不安定群の父親に比較して子どもの性格特性として「のん

気そうだ」と「あたたかい感じ」がするととらえており，不安群の父親は「気むずかし

い」「つめたい感じ」の子どもととらえている。母親の場合は安定群の方が「せわがやけ

る」子どもととらえており，不安群のものは「手がかからない」子どもととらえているも

のが多い。7・8ケ月時においては安定群の父親は不安定群の父親に比較して子どもにつ

いて「神経が太い」と評定し，不安群の父親は「神経質」な子どもと評定している。ま

た，安定群の母親は不安群の母親に比較して子どもに対して「美しい」という感覚を持つ

とともに「男らしい」と評定している。一方，不安群の母親は「みにくい」という否定的

な感情をもつとともに「女らしい」と評定している。両群の実際の対象児の性別は安定群

は女児5名，男児2名であり，、不安群は女児1名，男児5名である。このように母親が子

どもの性格的なものとして受け止めている「らしさ」は，実際の子どもの性別によって影

響されているわけではない。12・13ケ月時における評定には父母のいずれにおいても

両群間に有意差は見出だされない。

　両群の子どもたちの性格における差異として明確にされた特性，例えば「気むずかしい

一のん気」「神経が太い一神経質」「手がかかる一せわがやける」などは気質として指摘さ

れているのもであり，両群の差異は子どもの気質的な違いに起因することが示唆される。

しかしながら，それらの影響も12・13ケ月時には見られないことから，本対象児の場

合には気質的な特性がそれ程相互交渉の成立にネガティブな影響を与えるほどではないこ

とが考えられる。

　　　〈子どもの行動評定〉

　　　　実験場面における行動評定について両群の差異を見る。

　まず，3・4ケ月時について見ると，母親と見知らぬ人との場面において両群間に有意

差が見られるが，父親との場面では有意差は見られない。母親との場面では安定群の子ど

もの方がより機嫌がよくぐずることが少なく，また母親との相互交渉を楽しんでいるもの

が多い。見知らぬ人との場面では，一人で残されたときの活動水準はむしろ不安群の方が

多く，また見知らぬ人との相互交渉を楽しんでいるものが多い。

　7・8ケ月時についてみると父・母・見知らぬ人のいずれの場面においても両群間に有

意差が見いだされる。父親について見ると，安定群の方が分離後の「むずかり」の状態が

より強く，また「なだまり」に長い時間を必要としている。母親では逆に不安群の方が分
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離後の「なだまり」に長い時間を必要としている。なだまりやすさについては両群間に有

意差は見られない。見知らぬ人との身体接触は，安定群の方がより長くなっている。

　12・13ケ月時についても父・母・見知らぬ人のいずれの場面においても両群間に有

意差が見いだされる。父親について見ると，「活動水準」「相互交渉の楽しさ」「父親へのは

たらきかけ」一人場面での「活動水準」のいずれも安定群の子どものほうが有意に高く評

定されている。また，分離後の場面では安定群の方がより強い「むずかり」の状況を示

し，不安群は強い「身体接触」を行っている。母親について見ると，「身体的な接触」は不

安群の子どもに多く，「機嫌」の状態は安定群の方がより良好である。一人場面では安定群

の方が「活動水準」がより高く，母親に再会することによって「活動性」が増大するのは

不安群である。また，分離後の場面においては「むずかり」の状況が強いのも「機嫌」が

いいのも安定群の子どもである。見知らぬ人との場面について見ると，「活動水準」は安定

群の方が高く，分離後においては「機嫌」がよいのも，見知らぬ人との「相互交渉のたの

しさ」も安定群の方が高い。これは，不安群の子どもたちの情動的混乱が強いために実験

場面を中止若しくは短縮したことから当然の結果といえる。

　（4）まとめ

　　　　父母に対する愛着の形成について実験場面の継続の有無，愛着行動と親和行動の

表出，見知らぬ人に対する不安の程度などの要因との関連について検討する。

　母親，父親，見知らぬ人との実験場面の中止および継続状況から対象児の父母に対する

愛着の形成について見ると母親と父親の間には顕著な差異は認められない。しかし，見知

らぬ人と父母の間には明白な差異が認められ，見知らぬ人の場合に実験場面の中止が多く

見られる。特に，12・13ケ月時に実験場面の中止が多く見られる。母親や父親に抱っ

こすることで対象児の情動が平静を取り戻すことから明らかに父母が対象児の愛着の対象

となっていることが確認される。また，月齢との関連を見ると3・4ケ月時においても明

らかに見知らぬ人に対する反応と父母に対する反応は異なっているものがおり，このよう

に早期にも父母に対して愛着を形成しているものが見られる。しかし，その比率はそれほ

ど高いものではない。『また，3・4ケ月時に父母に強い愛着を示したものは，7・8ケ月

時においても強い愛着を示すが，7・8ケ月時に父母に強い愛着を示していたものは12

・13ケ月時には父母に対して強い愛着を示すことは無く，早期に父母に強い愛着を示す

ことは対人関係の発達を促進する要因となっていることが示唆される。全体的な傾向とし

ては，父母に対して強い愛着を示す比率は12・13ケ月時に最も高くなっており，愛着

形成における発達的傾向が明確に認められる。しかし，父母間には明確な差異は認められ

ず，本結果はFe王dman＆Inghamの結果を支持するものとなっている。

　また，全ての実験場面を短縮および中止せずに行ったものを対象として，分離後の呼び

掛け場面から再会場面までを含む5分間に父・母・見知らぬ人に対して表出される愛着行

動と親和行動における違いについて検討したところあまり顕著な差異は見られない。これ
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は3・4ケ月から12・13ケ月の子どもが父・母・見知らぬ人に対して類似の愛着行動

や親和行動を示すことを意味するのではなく，見知らぬ人に対して不安を感じない子ども

の場合には父・母・見知らぬ人に対して類似の愛着行動や親和行動を示すことを意味して

いる。先にも述べたように7・8ケ月時に見知らぬ人に強い不安を示した子どもが12・

13が月には強い不安を示さなくなっていることから，12・13ケ月時に見知らぬ人に

強い不安を示さなかった子どもたちはこの以前に父母に対して強い愛着を形成していた可

能性が考えられる。しかしながら，一般的な12・13ケ月時の子どもたちの父・母・見

知らぬ人に対する愛着行動と親和行動の表出は父母と見知らぬ人に対しては明らかに差異

があり，父母に対して多く表出されることが指摘できる。これは対象児の約半数のものが

不安や泣きが強いために実験場面を中止したことから容易に推察されることである。実験

場面を中止した対象児の場合，父親もしくは母親によって平静を得ており，また，全ての

実験場面を終了した対象児の場合は父母に対して表出される愛着行動と親和行動には差異

よりもむしろ類似傾向が多く見られる。このことから12・13ケ月時に父母に対して表

出される愛着行動と親和行動には有意差が無いことが推察される。

　12・13ケ月時に実験場面を中止したものを不安群とし終了したものを安定群とし，

これらのグループ化に父母の養育態度や実験場面における子どもへの関わり行動および子

どもの性格などの要因がどの様に関与しているかを検討する。両群における父母の養育態

度には顕著な差異は認められない。しかし，実験場面における子どもへの関わりについて

みると，不安群の母親と父親には3・4ケ月時や7・8ケ月時に身体的接触や身体的遊び

が安定群よりも多く見られる。また，母親や父親が子どもとの相互交渉をたのしんでいる

ものは不安群よりも安定群に多く見られる。対象児の見知らぬ人への不安の表出の違いに

は母親と父親の子どもへの関わり方における差のあることが明らかとなる。また，性格に

ついてみると，「気むずかしい一のん気」「神経が太い一神経質」「手がかかる一せわがやけ

る」などは気質として指摘されている性格特性に両群の差異が見られることから安定群と

不安群のグループ化には子どもの気質的な側面も関係していることが示唆される。

4．実験場面における心拍

　　3・4ケ月時，7・8ケ月時，12・13ケ月時に行った実験場面の行動観察時に母

親・父親・子ども・見知らぬ人にそれぞれ心拍計を着装してもらう。心拍は全てR－R波

で記録する。実験場面を開始する少し前からVTRカメラを作動させ，実験の準備が出来

た段階で心拍計のスイッチを入れる。ただし，VTRの映像と心拍計の計測開始とを照合

させる必要上，心拍計のスイヅチを入れる時に「スイッチ　オン」と発声するよう依頼す

る。対象児の心拍計のスイヅチはカメラの撮影者が入れる。対象児の心拍計は計測可能時

間の関係上，実験のペアーが変わる度に新しい心拍計に交換する。

　実験終了後，VTRの映像に100分の1秒単位のタイムを挿入し，各実験場面の継続
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時間を算出する。その結果に基づいて各実験場面の心拍を算出する。

　母親，父親，見知らぬ人に対する子どもの心拍の差異について検討する。

　（1）母親と父親に対する心拍

　　　　各対象児について母親と父親に対する平均R－R値の差異を見るために丁検定を

行い，母親と父親のどちらの方に高い心拍を示すかをみる。その後対象児全体について母

親と父親に対して高い心拍を示す比率を算出し，カイニ乗検定により母親と父親に対して

喚起される情動の差異をみる。

　3・4ケ月時においては抱っこされた時の心拍については母親と父親の間に有意差は認

められない。しかし，他の全ての実験場面では母親の方に高い平均R－R値を示し，父親

よりも母親に対して子どもの情動が喚起されることが明らかとなる。

　7・8ケ月時においては，再会時における心拍には有意差が見られないが，3・4ケ月

時に有意差が見られなかった抱っこされたときの心拍には有意差が見られる。7・8ケ月

時においても母親の方に高い平均R－R値を示し，父親よりも母親に対して子どもの情動

が喚起されることが明らかとなる。

　12・13ケ月時においては，再会場面では父親に対して有意に高い心拍を示し，また

一人場面では心拍に有意差はない。他の分離前の遊び場面，呼びかけ場面，抱っこの場面

では母親の心拍が有意に高くなっている。

　心拍に注目し，発達的な変化を見た場合には3・4ケ月時では明らかに母親に対して高

い心拍を示しているが，月齢が増すに従って父親に対して高い心拍を示すようになる傾向

が認められる。

　（2）母親，父親，見知らぬ人に対する心拍

　　　　統計的処理は前項と同様である。

　3・4ケ月時についてみると，分離前の遊び場面では母親と見知らぬ人に対する心拍に

は有意差がないが，2人に比較して父親に対する心拍は明らかに低い。一人場面と呼び掛

け場面では見知らぬ人との心拍が母親と父親に比較して明らかに高い。しかし，再会場面

の心拍は母親の方が有意に高くなっている。抱っこについては3者に有意差は見られない。

なお，3者に対して最も低い心拍を示すものについてみると，抱っこ以外の場面において

父親に対する心拍が最も低くなっている。

　7・8ケ月時についてみると，母親に対して有意に高い心拍を示した場面は，呼び掛け

場面と抱っこの場面である。再会場面では3者に有意差はない。分離前の遊び場面では父

親と母親に対して見知らぬ人より高い心拍を示し，一人場面では父親よりも母親と見知ら

ぬ人に対して高い心拍を示している。また，最も低い心拍を示したものについてみると，

分離前の遊び場面では見知らぬ人に対してであり，一人場面，呼び掛け場面，抱っこの場

面では父親に対してとなっている。
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　12・13ケ月時では，母親に対して最も高い心拍が認められた場面は分離前の遊び場

面と抱っこの場面である。呼び掛け場面では母親と見知らぬ人に対して，また，再会場面

では母親と父親に対して共に高い心拍を示している。一人場面では3者に有意差は認めら

れない。また，最も低い心拍を示したものについてみると，父親と見知らぬ人に対して共

に低い心拍を示したのは呼び掛け場面と抱っこの場面である。他のいずれの場面において

も見知らぬ人となっている。

　（3）まとめ

　　　　母親と父親に対する子どもの心拍について見ると，月齢が低い段階では母親に対

して高い情動的興奮を示す傾向が顕著に認められるが，月齢が増すに従い父親に対しても

高い情動的興奮を示す傾向が認められる。このような発達的な変化と先にみた愛着との関

連は更にミクロ的な観点からの分析を重ねる必要がある。

　母親，父親，見知らぬ人に対する子どもの心拍について見ると，3・4ケ月時には母親

に対してよりも見知らぬ人に対して高い情動的興奮を示す傾向が認められる。これは，先

に3・4ケ月と言う早期に父親や母親に対して明らかに愛着を形成している対象児のいる

ことが確認されたが，この結果は父親・母親と見知らぬ人を弁別する能力に起因するもの

であるか否かについては，やはり詳細に検討される必要がある。このように発達初期には

見知らぬ人に対して高い心拍を示す傾向が，月齢の上昇によりその傾向は減少し，12・

13ケ月時頃にはむしろ父親や母親に対してよりも低い心拍を示すような傾向が顕著に

なってくる。当初，愛着関係が強固になる12・13ケ月時には見知らぬ人に対して不安

をいだくようになり，その結果として高い情動的興奮を示すものと考えていたが，結果は

むしろ全く異なったものとなっている。この場合，1つの理由としては約半数の対象児が

実験場面を途中で中止しているため，心拍についたは全対象児について入乎できていない

ため，先に愛着の所で検討したようにデータ的な偏りを指摘することができる。
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5．資　料

表　N－1 目覚めて機嫌がよいとき （％）

側にいて相手 時々相手 一人にしておく

3・4ケ月

7・8ケ月

12・13ケ月

53．8

15．4

30．8

46．2

84．6

53．8

　0．0

　0．0

15．4

表　N－2 機嫌がよくないとき （％）

側にいて相手 時々相手 一人にしておく

3・4ケ月

7・8ケ月

12・13ケ月

　23．0

100．0

　92．3

76．9

　0．0

　7．7

0．0

0．0

0．0

表　N－3 泣いたり、ぐずっているとき （％）

側にいて相手 時々相手 一人にしておく

3・4ケ月

7・8ケ月

12・13ケ月

23．1

61．5

46．2

76．9

23．1

53．8

　0．0

15．4

　0．0

表　N－4 家庭への来訪の有無 （％）

週に1回以上 来訪なし

3・4ケ月

7・8ケ月

12・13ケ月

　69．2

　92．3

100．0

30．8

　7．7

　0．0

表　W－5 買い物に連れていく回数 （％）

週に1回以上 な し

3・4ケ月

7・8ケ月

12・13ケ月

　58．3

　91．7

100．0

41．7

　8．3

　0．0
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表　N－6 父親を他の人と区別 （％）

区別している　　区別していない　　なんともいえない

3・4ケ月

7・8ケ月

12・13ケ月

61．

84．

92．

5

6

3

　7．7

15．4
　0．0

30．8
　0．0

　7．7

表　IV－7 母親の評定による父親の育児参加

上段平均　　下段SD

3・4ケ月 7・8ケ月 12・13ケ月
家事参加

食事の世話

おむつの交換

風呂にいれる

遊ぶ

子どもと2人で留守番をする

2．5

0．452
2．25

0．754
1．83

0．718
1．75

0，866
1．25

0．452
2．00

0，853

2．00

0．853
2．00

0．853
1．92

0．793
ユ．67

0．888
1．25

0．452
2．08

0．793

2．00

0．739
1．92

0．793
2．08

0．669
1．66

0．888
1，25

0．452
2，17

0．718

表　N－8 母親の子どもに対する感情

上段平均　　下段SD

3・4ケ月 7・8ケ月 12・13ケ月
可愛い

丈夫だ

抱きしめたい

いきいきしている

しずかである

手がかからない

美しい

にくらしい

こわれそう

気味が悪い

お人形のよう

やかましい

せわがやける

みにくい

1．10

0．316
1，60

0，699
1．10

0．316
1．10

0．316
2．80

1．033
2．20

0．919
1．90

0．738

1．20

0．422
1．50

0．707
1．40

0．699
1，30

0、675
3．20

0．789
2．70

1．160
2．20

0．789

1．10

0．316
1．70

0．823
1，40

0．516
1，20

0．422
3．30

0．823
2，40

1．174
2．00

0．817
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表　N－9　　母親の子どもの性格の評定

上段平均　　下段S工）

3・4ケ月 7・8ケ月 12・13ケ月

活動的だ

神経が太い

気が強い

気むずかしい

ねばり強い

きかなそうだ

明るい感じ

あたたかい感じ

男らしい

おっとりしている　2．40

　　　　　　　　　1．265

神経質である　　　2．70

　　　　　　　　　0．949

気がやさしい　　　　2．90

　　　　　　　　　0．878

のん気そう　　　　3．20

　　　　　　　　　1．033

あっさりしている　2．90

　　　　　　　　　0．568

すなおそうだ　　　2．40

　　　　　　　　　0．843

暗し、感じ　　　　　1． 70

　　　　　　　　　0．823

つめたい感じ　　　1．90

　　　　　　　　　0，878

女らしい　　　　2．90

　　　　　　　　　1．287

2．

1．

2．

0．

2．

0，

3．

0．

3，

0．

2．

0．

1．

0．

2．

0．

2．

1．

10

197
70

823
60

699
00

817
00

667
00

667
80

632
00

817
70

160

1．90

0．878
2．80

1．033

2．40

0．966
2．60

0．516

2．50

0．707
2．00

0，817

2，10

0．738
2．20

0．789

2．50

0．850

表　N－10　　母親による子どもの性格評定の月齢間相関

3・4ケ月
　×

7・8ケ月

　3・4ケ月
　　×

12・13ケ月

　7・8ケ月
　　×

12・13ケ月

活動的だ

神経が太い

気が強い

気むずかしい

ねばり強い

きかなそうだ

明るい感じ

あたたかい感じ

男らしい

おっとりしている　0．

神経質である　　　0

気がやさしい　　一〇

のん気そう　　　　0

あっさりしている　0

すなおそうだ　　　0

暗い感じ　　　　0

つめたい感じ　　　0

女らしい　　　　　0

　704＊　　　0．

．441　　　0．

．254　　－0．

．527　　　0．

．294　　　0、

．791＊＊　　0．

．726＊　　　0．

．　933＊＊＊　 0．

．　871＊＊　　0，

241
159
079
583
138
323
787＊＊

837＊＊

762＊

0，

0．

0，

0．

0．

0，

0．

0．

0．

647＊

314
757＊

127

471
204
762＊

863＊＊

733＊

＊p＜0．　05　　 ＊＊p＜0．　01 ＊＊＊p＜0．　001
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表　N－11 子どもの機嫌と月齢間相関

7・8ケ月 12・13ケ月 　7・8ケ月
　×
12・13ケ月

ぐずったり・泣く

　　　眠いとき

　　　相手をして欲しい

　　　原因もなく

子ども自身でなだまる

なだめるのに時間がかかる

機嫌のよい子

扱いよい

1．

0．

1．

0．

3．

0．

2．

0．

3．

0．

1．

0．

1．

0．

83
577
83
718
17
718
58
900
00
603
75
965
92
900

1．75
0．866
2．25
0．754
3．25
0．622
2．33
0．985
3．25
0．622
1．67
0．779
1，92
0．900

0．091

0．252

0．102

0．479

0．243

0．371

0． 847＊＊＊

　　　　　　　　　　　　　上段平均　　下段SD　　＊＊＊p＜0．001

表N－12　母親の育児過程における感情
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　上段平均　　下段SD

3・4ケ月 7・8ケ月 12・13ケ月
育児の自信がなくなる

充実感がある

自分の関心や時間が子どもにとられ

視野が狭くなる

子どもこそ生き甲斐

子どもがいなければよいと思う

自分のやりたいことができなくて

あせる

子どもをもって自分も成長できた

育児ノイローゼになる心境に共感

何となくイライラする

子どもは自分の体の一部のようだ

子どもさえいれば幸せだ

2．9

0．316
1．4

0．699
2，8

0．789
2．1

0．738
3．9

0．316
3．0
0．0
2．1

0．994
2．7

0．483
2．7

0．483
2．4

0．966
2．4

1．075

2．8

0．632
1，6

0．843
2，7

0．675
2，4

1，074
4．0
0．0
2．8

0．422
2．0

0．817
2．9

0．316
2．9

0．568
2．2

0．789
2．3

0．947

2，9

0．738
1，7

0．823
2．6

0，699
2．3

0，949
2，9

0，568
2．2

0．789
2．3

0，949
2．7

1．059
1．9

0．876
2．2

1．135
2．2

1．135
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表　N－13 母親の育児過程における感情の月齢間相関

3・4ケ月
　×

7・8ケ月

　3・4ケ月
　　×

12・13ケ月

　7・8ケ月
　　×

12・13ケ月
育児の自信がなくなる　　　　　　一〇．

充実感がある　　　　　　　　　　　0．

自分の関心や時間が子どもにとられ　0．

視野が狭くなる

子どもこそ生き甲斐

子どもがいなければよいと思う

自分のやりたいことができなくて

あせる

子どもをもって自分も成長できた　　0．

育児ノイローゼになる心境に共感　一〇．

自分の中で最も重要なのは子どもだ　0．

何となくイライラする　　　　　　0．

子どもは自分の体の一部のようだ　　0．

子どもさえいれば幸せだ　　　　　　0．

111　　－0．　524

867＊＊　　　0．　811＊＊

083　　　　0．040

0．784＊＊ 0．429

0．364

547　　　0．　538

218　　－0．327
721＊　　 0．　522

689＊　　－0．　218

758＊　　 0．　578

958＊＊＊　 0． 747＊

0．429
0．768＊＊

0．424

0．741＊

0．000

　0．863＊＊

－0．127
　0．881＊＊＊

　0．248

　0．676＊

　0．867＊＊

＊p＜0．05 ＊＊P＜0．　01 ＊＊＊p＜0．　001

表　N－14 父親の育児参加

上段平均　　下段SD

3・4ケ月 7・8ケ月 12・13ケ月
食事の世話

おむつの交換

風呂に入れる

散歩

遊ぶ

子どもと2人で留守番

2．

0．

2．

0．

1．

0．

2．

0．

1．

0．

2．

0．

31

751
00

707
77

927
15

801
38

506
46

776

2．00

0．817

2．15

0．801

1．77

0．927

2．15

0．689

1．69

0．630

2．62

0．650

1．92

0．862

2．31

0．751

1．69

0．855

1，85

0．801

1，54

0．660

2．54

0．660
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表　N－15 父親の評定による父親の育児参加の月齢間相関

3・4ケ月
　×

7・8ケ月

　3・4ケ月
　　×

12・13ケ月

　7・8ケ月
　　×

12・13ケ月
食事の世話

おむつの交換

風呂にいれる

散歩

遊ぶ

子どもと2人で留守番をする

0．272
0．589＊

0．612＊

0．256
0．141
0．711＊＊

0．040
0．471
0．639＊

0．300
0．326
0．613＊

0．829＊＊

0．　885＊＊＊

0．639＊
0．802＊＊＊

0．832＊＊＊

0．911＊＊＊

表　N－16

＊p＜0．　05　　＊＊p＜0．　01　　＊＊＊p＜0．　001

父親の育児参加に対する父親と母親の評定の相関

3・4ケ月 7・8ケ月 12・13ケ月

食事の世話

おむつの交換

風呂にいれる

遊　ぶ

子どもと2人で留守番をする

0．680＊　　　0．

0．916＊＊＊　 0，

0．　946＊＊＊　 0．

0．293　　　0．

0．711＊＊　　0．

875＊＊＊　　0，　754＊＊

706＊＊　　0．　706＊＊

850＊＊＊　 0．　850＊＊＊

339　　　0． 222
571＊　　　0．　719＊＊

　　　　　　　＊p＜0．　05　　＊＊p＜0．　01

表　N－17　　父親の子どもに対する感情

＊＊＊p＜0．　001

上段平均　　下段SD

3・4ケ月 7・8ケ月 12・13ケ月

可愛い

丈夫だ

抱きしめたい

いきいきしている

静かである

手がかからない

美しい

にくらしい

こわれそう

気味が悪い

お人形のよう

やかましい

せわがやける

みにくい

1．15

0．376
1．77

0．927
1．54

0．660
1．23

0．439
2．77

0．832
2．77

1．013
1．92

0．760

1．15

0．375
1．62

0．768
1．31

0．480
1．08

0，277
3．69

1．109
3．62

1．261
2，08

0．760

1．54

1．127
1．38

0．650
1．46

0，660
1．08

0．278
3，23

1．166
3．08

1．320
2．15

0．800

一83一



表　N－18 父親の子どもに対する感情の月齢間相関

3・4ケ月
　×

7・8ケ月

　3・4ケ月
　　×

12・13ケ月

　7・8ケ月
　　×

12・13ケ月
可愛い

丈夫だ

抱きしめたい

いきいきしている

しずかである

手がかからない

美しい

にくらしい

こわれそう

気味が悪い

お人形のよう

やかましい

せわがやける

みにくい

1

0

0

0

0

0

0

．000＊＊＊　　0．

．450　　　　0．

．485　　　0．

．527　　　0．

．097　　　0．

．316　　　0．

．444　　　　0．

182　　　0．

298　　　0．

529　　　0．

527　　－0．

059　　　0．

139　　　0，

569　　　0．

182

321

566＊

083
833＊＊＊

720＊＊

801＊＊＊

　　　　　　　＊p＜0．　05　　＊＊p＜0．　01

表N－19　父親の子どもの性格の評定

＊＊＊p＜0．　001

上段平均　　下段SD

3・4ケ月 7・8ケ月 12・13ケ月

活動的だ

神経が太い

気が強い

気むずかしい

ねばり強い

きかなそうだ

明るい感じ

あたたかい感じ

男らしい

おっとりしている

神経質である

気がやさしい

のん気そう

あっさりしている

すなおそうだ

暗い感じ

つめたい感じ

女らしい

2．00

0．913

2．69

0．751

2．77

0．832

2．85

0．899

2．54

0，776

2．46

0．776

1．77

0．832

1，85

0．801

2．92

1．188

1．

1．

2．

1．

2．

0．

2．

0．

3．

0．

1．

0．

1．

0．

2．

0，

2．

0．

92

038
54

198
00

913
54

877
00

409
85

689
85

689
23

832
54

877

1．

1．

2．

1．

2．

1，

2．

0．

2，

1．

1．

0．

1．

0．

1．

0，

2．

0．

85

144
62

121

23

301

77

725
69

032
85

555
62

650
92

862
38

768
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表　W－20 父親の子どもに対する性格の月齢間相関

3・4ケ月
　×

7・8ケ月

　3・4ケ月
　　×

12・13ケ月

　7・8ケ月
　　×

12・13ケ月

活動的だ

神経が太い

気が強い

気むずかしい

ねばり強い

きかなそうだ

明るい感じ

あたたかい感じ

男らしい

おっとりしている

神経質である

気がやさしい

のん気そう’

あっさりしている

すなおそうだ

暗い感じ

つめたい感じ

女らしい

　0．

　0．

－0．

　0．

－0．

　0．

　0．

　0．

　0．

792＊＊　0．

662＊　0．

439　－0．

431　　0．

526　　0．

012　　0．

515　　0．

308　　0．

763＊＊　0．

798＊＊　0．

442　　0．

178　　0．

325　　0．

224　－0，

372　　0．

224　－0．

464　　0．

401　　0．

902＊＊＊

849＊＊＊

491

474
198
805＊＊＊

198

375

286
＊　p＜0．　05　　＊＊p＜0．　01 ＊＊＊p＜0．　001
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V　応答性

　　Ainsworthらが，愛着の形成に重要であるとする養育者の感受性は子どもの発する信

号やサインに対して敏感かつ適切に時を得て反応するところの行動特性を指し，感受性の

高い養育者とは，子どもからの信号やコミュニケーションを素早く受信できると共に，そ

れを正確に解釈し，敏速かつ適切に反応できるものを意味する。一方，感受性の低い養育

者とは，自分自身の思いや気分で子どもに関わると共に子どもからのコミュニケーション

に対しても自分流に解釈して反応する傾向を有しているものをいう。このような特性は応

答性の重要な構成要因の1つと考えられる。S　chafferは発達は刺激作用に依存し，子ど

もに与えられる刺激の量と種類とタイミングは，子ども自身の心理的体制と密着に関係し

ている必要があり，子どもに関わる人々が子どもの状態を旨く読取ることの重要性を指摘

している。Schafferの指摘する読取りの旨さも養育者の応答的行動を介して子どもに返

される必要があるわけで，その意味では読取りの旨さも応答性の1つの構成要因と考えら

れる。さらに，応答性に問われるのは，子どもの状態の読取りの旨さだけではなく，養育

者から子どもに返される応答の速度も重要な意味を持っている。子どもは自分の行動に

よって自分以外の対象にある効果を生じさせることができたという体験を通して，自分の

行為と外の世界との結び付きを知るようになる。このような感覚の発達には子どもは一貫

した敏速な強化を得ることが必要なことをMi　1　larは明らかにしている。

　そこで，養育者の応答性に注目し，応答性の高いものと低いものでは養育者の行動評

定，子どもに対する感じ，子どもの性格評定，子どもの行動評定，子どもの愛着行動と親

和行動の表出，母親の育児体験，父親の育児参加などにおいてどのような差異が有るかを

明らかにする。

1．高応答性群と低応答性群

　　　母親と父親の応答性の評定は，実験場面における子どもからの働きかけに対して応

答する頻度に注目し，応答性の違いにより5点から1点を配する。子どもからの働きかけ

に対していつも必ず応答する場合は5点を配し，かなりよく応じる場合は4点を配し，応

じることと応じないことが半々の時は3点を配し，応じないことが多いときは2点を配

し，ほとんど応じることがない時は1点を配する。応答性を評定するときは肯定的な応答

だけでなく，肯定・否定が定かでない中性的な応答，さらに否定的な応答もすべて応答と

見なし，応答の内容は問題とせず，ここでは子どもからの働きかけに対する応答の程度を

問題とする。ただし，子どもの働きかける意図を問題とするのではなく子どもの行動や発

声を母親や父親が自分への働きかけと受け止めるか否かを問題とする。

　応答性の高い群と低い群のグループ分けには，3・4ケ月時，7・8ケ月時，12・1
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3ケ月時における母親および父親のそれぞれの応答性の平均評価点により，高応答性群と

低応答性群の2群に分ける。

　（1）応答性の各月齢間の相関

　　　　まず，母親と父親のそれぞれの応答性について各月齢間の相関を見ると母親の場

合は，3・4ケ月時と7・8ケ月時の間には完全相関が認められるが，他の月齢間には有

意な相関は見られない。また父親の場合には3・4ケ月時と7・8ケ月時（r＝・0．71

4　p＜0．05），3・4ケ月時と12・13ケ月時（r＝0．795　p〈0．05）

の間に有意な相関が見られる。このように母親においても父親においても応答性は一貫し

た行動特性というよりも変容しうるものであることを示している。

　（2）母親と父親の応答性と子どもの行動評定

　　　　母親と父親の応答性の違いと実験場面における子どもの行動評定の結果の間に有

意差が見られたものについて表示したものが表V－1，2である。

　3・4ケ月時の母親の応答性と3・4ケ月時の子どもの行動評定の結果を見ると，相互

交渉のたのしさ，母親への働きかけなど対人関係をポジティブに展開するために有効と考

えられる行動は母親が高い応答性を示す子どもたちに多く見られる。一方，むずかると言

うようなネガティブな行動は母親が低い応答性を示す子どもたちに多く見られる。しかし

ながら，7・8ケ月時および12・13ケ月時にはこの関係はむしろ逆になっており，3

・4ケ月時に母親が低い応答性を示す子どもたちに対人関係をポジティブに展開するため

の行動が多く見られる。

　7・8ケ月時の母親の応答性と3・4ケ月時の子どもの行動との関係を見ると，3・4

ケ月時に母親の応答性における差異として見られた結果と同様な関係が認められる。7・

8ケ月時の子どもの行動との関係を見ると，いずれも母親が高い応答性を示す子どもの方

の行動が母親との関係において活性化する傾向が認められる。また，12・13ケ月時に

は高い応答性を示す母親の子どもに母親への発声や発話など言語的関わりが多く見られ，

母親からの応答を期待してなされる働きかけは低い応答性を示す子どもたちに多く見られ

る。

　12・13ケ月時においては，母親の応答性の違いによる差は3・4ケ月時および7・

8ケ月時には見られず，同時点の12・13ケ月時の子どもの行動との関連が認められる

だけである。母親が高い応答性を示す子どもたちに母親との分離による影響が強く出る傾

向が認められる。

　これらの結果から当初，母親の応答性の違いと子どもの行動評定の関係について母親の

応答性が子どもの行動の先行要因として働くと仮定していたが，むしろ母親の応答性と子

どもの行動傾向は同時的関連が強いことが示唆される。また，その関連も発達初期におい

て顕著に認められる傾向がある。
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　父親の応答性の違いと子どもの行動との関連を見ると，3・4ケ月時の父親の応答性の

違いにおける各月齢時の子どもの行動には母親よりも多くの行動に有意差が認められる。

また，各月齢時の子どもの行動においては母親の場合のように矛盾するようなことはなく

各月齢時の子どもの行動には一貫性のある傾向が認められる。また，7・8ケ月時および

12・13ケ月時の父親の応答性の違いによっても他の月齢時の子どもの行動に一一一貫性の

ある違いが見られる。父親の応答性と母親の応答性が子どもの行動に与える影響について

はさらに検討される必要がある。

　（3）母親と父親の応答性と子どもの性格

　　　　母親と父親の応答性の違いによる子どもの性格の違いに有意差が認められたもの

について見たのが表V－3，4である。子どもの性格は対になっている語について5段階

評定を母親および父親が行なったものである。左の方に近いほど評定点は低くなり，右に

近いほど評定点は高くなる。表中の不等号の向きは両群の評定点の関係を示している。

　母親の応答性の違いと子どもの性格を見ると3・4ケ月時に応答性の低い母親は高い母

親よりも子どもの性格を気が優しくのん気そうと評定しており，逆に応答性の高い母親は

低い母親よりも子どもの性格を気が強くて気むずかしいと評定しており，応答性の高い母

親の方が手のかかる子と評定している傾向がうかがえる。しかし，各月齢における母親の

応答性の違いと子どもの性格の間には一貫した関係は見られない。

　父親の応答性の違いについてみる，母親の応答性の違いよりも子どもの性格評定におけ

る差異が見出だされない。

　（4）母親と父親の応答性と子どもに対する感じ

　　　　母親と父親の応答性の違いによる子どもの感じの違いに有意差が認められたもの

について見たのが表V－5，6である。子どもの感じを現す対になっている語について5

段階評定を母親および父親が行なったものである。左の方に近いほど評定点は低くなり，

右に近いほど評定点は高くなる。表中の不等号の向きは両群の評定点の関係を示している。

　母親の応答性の違いについて母親の子どもに対する感じ方について見る。3・4ケ月時

と7・8ケ月時における母親の応答性による違いを見ると，高い応答性を示すものはいず

れの月齢においても子どもに対して低い応答性を示す母親よりもネガティブな感じを抱い

ている。しかし，12・13ケ月時における母親の応答性との関係を見ると，逆に低い応

答性を示す母親の方が高い応答性を示す母親よりも子どもに対してネガティブな感じを抱

いている。このような関係が何故生じるかについては明らかでない。

　父親の応答性についてみると，高い応答性を示す父親はいずれの月齢においても子ども

に対して低い応答性を示す父親よりもポジティブな感じを子どもに対して抱いており，母

親に見られたような逆転関係は生じていない。
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　（5）母親の応答性と育児経験の評価

　　　　母親の応答性の違いにより母親が自分の育児体験の評価における違いに有意差の

認められたものを表示したのが表V－7である。

　3・4ケ月時の母親の応答性における違いによって3・4ケ月時…の自分の育児体験の評

価が異なるということはない。しかし，7・8ケ月時には母親自身の生き方と育児につい

て葛藤を経験するものが応答性の低い母親よりも高い応答性を示す母親に見られる。12

・13ケ月時には子どもは自分の一部のようだと受け止めるものが応答性の低い母親より

も高い応答性を示す母親に見られるようになり，3・4ケ月時に高い応答性を示した母親

は育児の過程で葛藤を経験しながらも子どもに対して肯定的な感情を取り戻して行く事が

見られる。また，7・8ケ月時に高い応答性を示した母親は，3・4ケ月時には応答性の

低い母親よりも育児で神経が苛立つ体験を持っているものが多い。しかし，7・8ケ月時

には育児に充実感を覚えるなど育児を肯定的に受け止めているものは応答性の低い母親よ

りも高い応答性を示す母親に見られるようになる。そして，12・13ケ月時にはまた育

児に対して葛藤を覚えるものが応答性の低い母親よりも高い応答性を示す母親に見られる。

12・13ケ月時の応答性の違いによる育児体験の評価には明確な差異はほとんど見られ

ないが，応答性の高い母親の方が低い母親よりも育児によって神経的な苛立ちを体験して

いるものが多い。初期の母親の応答性の違いにより育児体験の受けとめ方に多くの差異が

みられる。

　（6）母親と父親の応答性と子どもの愛着行動と親和行動

　　　　母親と父親の応答性の違いによって子どもが母親と父親に示す愛着行動と親和行

動の差異について見たところ応答性の低い母親の子どもの方が母親に対して「手をのば

す」「抱かれたがる」「接近」という愛着行動を多く表出すると共に「発話」「注視」という

親和行動の表出も多く見られる。また，父親については母親のように月齢を通して同じよ

うな傾向は認められない。3・4ケ月時の父親の応答性の高い子どもは「手をのばす」「接

触」という愛着行動や「発話」「笑う」という親和行動の表出も多い。7・8ケ月時の父親

の応答性の違いについてみると「注視」「手をのばす」などは高い応答性を示す父親の子ど

もに多く見られ，「接近」「泣く」は低い応答性を示す父親の子どもに多く見られる。

　（7）母親と父親の応答性と行動評定

　　　　母親と父親の応答性による有意差が見られた実験場面での母親と父親の行動評定

項目は，いずれも同時点における行動評定と応答性についてであり，経時的な差異は見ら

れない。母親の場合，3・4ケ月時および7・8ケ月時のそれぞれに高い応答性を示した

ものは同じ時期の実験場面の行動評定において応答性の低い母親よりも子どもへの気配り

や子どもとの相互交渉を母親自身が楽しんでいると評定されている。しかし，12・13

ケ月時には逆に応答性の低い母親の方が子どもとの相互交渉を母親自身が楽しんでいると
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評定されている。このような評価における逆転が7・8ケ月時と12・13ケ月時の間に

生じるのかは明らかでない。父親の場合には母親に見られた様な逆転は見られない。高い

応答性を示す父親はいずれの月齢の行動評定においても子どもへの気配り，子どもとの相

互交渉を楽しんでいると評定されている。また，応答性の低い父親は子どもへの働き掛

け，子どもへの接近，身体的遊びをよくすると評定されている。

　（8）父親の応答性と育児参加

　　　　父親の応答性の違いにより父親の育児参加の状況がどのように違うかを見た結

果，有意差が見られた育児行為を表示したのが，表V－8である。

　応答性の高い父親は低いものよりも多くの種類の育児行為に参加している。特に，3・

4ケ月時の応答性の違いが育児参加に大きな違いを生じている。応答性はもともと関係概

念的なものであり，対人関係の中でとらえられる特性を有している。その意味から考える

と応答性の高い父親が多くの育児行為に参加すると言うよりも，多くの育児行為に参加す

ることが子どもへの応答性を高めたものと推察される。

　（9）母親と父親の応答性と他の要因

　　　　応答性に関係する要因として母親および父親がそれぞれ持っている対人関係的個

人史や育児経験，さらに夫婦関係や育児に対してそれぞれの家庭が有するところの支援シ

ステムなどを仮定していたが，生後1年間における母親および父親の応答性の高低度の違

いによる有意な差異は見られない。これらの要因との関連は，生後1年間という短期的な

過程においてよりももっと長期的な育児の過程において顕在化する可能性が考えられる。

これらについては，更に継続研究において検討する。

　（10）まとめ

　　　　母親と父親が子どもからの働き掛けに対してどの程度敏感に応答を子どもに返す

かということに注目して母親と父親をそれぞれ応答性の高いものと低いものの群にわけて

両群の差異について検討する。

　母親と父親のそれぞれの応答性は時間を越えて比較的安定したものであるかどうかを見

るために各月齢間の相関について見たところの父親の場合3・4ケ月時の応答性と他のい

ずれの月齢時の応答性との間に有意な相関が認められたが，母親の場合は父親のように長

期にわたる有意な相関は認められない。このことは必ずしも応答性は一貫した行動特性と

いうよりも変容しうるものであることを示しているものと考えられる。

　母親や父親の応答性の違いと子どもの行動評定の関係について親の応答性が子どもの行

動の先行要因として働くと仮定していたが，母親の場合には母親の応答性と子どもの行動

傾向は同時的関連が強いことが示唆される。また，その関連も発達初期において顕著に認

められる傾向がある。しかし，父親の場合は父親の応答性の違いと子どもの行動には比較

一90一



的一・esした関係が認められるなど，父親の応答性と母親の応答性が子どもの行動に与える

影響についは違いが見られる。このような違いは子どもの性格の評定や子どもへの感じな

どにおいても見られるものである。母親と父親の間のこのような差異については更に検討

される必要がある。

　母親の育児経験をどの様に評価しているかを見ると，初期の母親の応答性の違いにより

育児体験の受けとめ方に多くの差異が見られる。また，父親の育児参加について見ると，

応答性の高い父親は低いものよりも多くの種類の育児行為に参加しており，特に，3・4

ケ月時の応答性の違いが育児参加に大きな違いを生じている。応答性はもともと関係概念

的なものであり，対人関係の中でとらえられる特性を有している。その意味から考えると

応答性の高い父親が多くの育児行為に参加すると言うよりも，多くの育児行為に参加する

ことが子どもへの応答性を高めたものと推察される。

　このように母親と父親の子どもに対する応答性の違いは，母親と父親の行動評定・子ど

もの行動評定，子どもに対する感じ，子どもの性格評定，子どもの行動評定，子どもの愛

着行動と親和行動の表出との関係において母親と父親ではかなり異なっていることが明ら

かとなる。親子という関係でとらえた場合この様な母親と父親の違いは個々の子どもに対

してどの様な影響を与えることになるのであろうか，その様な点からの分析がさらになさ

れる必要がある。
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2．資　料

表　V－1 母親の応答性と子どもの行動評定

3・4ケ月時の母親の応答性と各月齢時の子どもの行動評定

　　3・4ケ月時の子どもの行動評定

　相互交渉のたのしさ

　母親への働きかけ

　分離後のむずかり

　分離後の相互交渉のたのしさ

　分離後の母親への働きかけ

7・8ケ月時の子どもの行動評定

　相互交渉のたのしさ

12・13ケ月時の子どもの行動評定

　相互交渉のたのしさ

　母親への働きかけ

　分離後のなだまりやすさ

　分離後の相互交渉のたのしさ

高応答性群〉低応答性群＊＊

高応答性群〉低応答性群＊

高応答性群く低応答性群＊＊

高応答性群〉低応答性群’“’

高応答性群〉低応答性群†

高応答性群く低応答性群＊

高応答性群く低応答性群＊

高応答性群く低応答性群†

高応答性群く低応答性群＊＊

高応答性群く低応答性群＋

7・8ケ月時母親の応答性と各月齢時の子どもの行動評定

　　3・4ケ月時の子どもの行動評定

　むずかり

　相互交渉のたのしさ

　母親への働きかけ

　一人場面の泣き

　母親をさがす

　　なだまりのよさ

7・8ケ月時の子どもの行動評定

　一人場面の泣き

　身体接触
　　分離後の身体接触

　　分離後の活動水準

　　分離後の母親への働きかけ

12・13ケ月時の子どもの行動評定
　　発話

　　母親への働きかけ’

　　分離後の発話

　　分離後の母親への働きかけ

高応答性群く低応答性群＊

高応答性群〉低応答性群’1’

高応答性群〉低応答性群＋

高応答性群〉低応答性群＊＊＊

高応答性群く低応答性群†

高応答性群く低応答性群＊

高応答性群〉低応答性群＋

高応答性群〉低応答性群＊＊

高応答性群〉低応答性群＊＊＊

高応答性群〉低応答性群＊＊＊

高応答性群〉低応答性群†

高応答性群〉低応答性群＊＊

高応答性群く低応答性群＊

高応答性群〉低応答性群＊＊

高応答性群く低応答性群＊

12・13ケ月時の母親の応答性と各月齢時の子どもの行動評定

12・13ケ月時の子どもの行動評定

　一人場面での活動水準

　分離後のむずかり

　分後のなだまりやすさ

高応爆性群〉低応答性群＊

高応答性群〉低応答性群†

高応答性群く低応答性群＊＊

＊　 p＜0．　1　＊p＜0．　05　＊＊0＜0．　01　＊＊＊p＜0．　001
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表　V－2 父親の応答性と子どもの行動評定

3・4ケ月時の父親の応答性と各月齢時の子どもの行動評定

　　3・4ケ月時の子どもの行動評定

　発話
　活動水準
　相互交渉のたのしさ

　父親への働きかけ

　一人場面での活動性の増大

　分離後のむずかり
7・8ケ月時の子どもの行動評定

　相互交渉のたのしさ

　父親をさがす
　むずかり
　一人場面での活動水準

12・13ケ月時の子どもの行動評定

　発話
　呼び掛け時の活動性の増大
　　父親をさがす

　　まだまりのよさ

高応答性群く低応答性群＊

高応答性群〉低応答性群＊

高応答性群〉低応答性群†

高応答性群〉低応答性群＊

高応答性群く低応答性群＊

高応答性群く低応答性群＊

高応答性群〉低応答性群†

高応答性群〉低応答性群＊

高応答性群く低応答性群＊

高応答性群く低応答性群＊

高応答性群く低応答性群＊

高応答性群〉低応答性群＊

高応答性群〉低応答性群＊

高応答性群〉低応答性群†

7・8ケ月時の父親の応答性と各月齢時の子どもの行動評定

　　3・4ケ月時の子どもの行動評定

　　きげんのよさ

　呼び掛け時の活動性の増大

　呼び掛け時の活動水準
7・8ケ月時の子どもの行動評定

　発話
　呼び掛け時の活動水準

高応答性群〉低応答性群＊

高応答性群く低応答性群＊

高応答性群〉低応答性群＊

高応答性群く低応答性群＊

高応答性群く低応答性群†

12・13ケ月時の父親の応答性と各月齢時の子どもの行動評定

　　3・4ケ月時の子どもの行動評定

　活動水準
　相互交渉のたのしさ
　父親への働きかけ

　一人場面で父親をさがす

　分離後のむずかり
7・8ケ月後の子どもの行動評定

　機嫌のよさ

　活動水準
　相互交渉のたのしさ
　　父親への働きかけ

　一人場面での活動の増大

　一人場面での活動水準

12・13ケ月時の子どもの行動評定
　　父親をさがす

　　一人場面での活動水準

　　父親への働きかけ

高応答性群〉低応答性群＊

高応答性群〉低応答性群†

高応答性群〉低応答性群＊

高応答性群〉低応答性群＊

高応答性群く低応答性群＊

高応答性群〉低応答性群＊

高応答性群〉低応答性群＊＊

高応答性群〉低応答性群＊

高応答性群〉低応答性群＊

高応答性群く低応答性群＊＊

高応答性群く低応答性群＊

高応答性群〉低応答性群＊＊＊

高応答性群く低応答性群†

高応答性群〉低応答性群＊

†　p＜0．　1　＊p＜0．　05　＊＊0＜0．　01　＊＊＊p＜0．　001
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表　V－3 母親の応答性と子どもの性格

3・4ケ月時の母親の応答性と各月齢時における子どもの性格評定

　　3・4ケ月時の性格

　　気が強い一気がやさしい

　気むずかしい一のん気そう

7・8ケ月時の性格

　ねばり強い一あっさりしている

　温かい感じ一冷たい感じ

12・13ケ月時の性格

　温かい感じ一冷たい感じ

高応答性群く低応答性群＊＊、

高応答性群く低応答性群＊

高応答性群〈低応答性群＊

高応答性群〉低応答性群＋

高応答性群〉低応答性群＊

7・8ケ月時の母親の応答性と各月齢時における子どもの性格評定

　　3・4ケ月時の性格

　温かい感じ一冷たい感じ

7・8ケ月時の性格

　活動的だ一おっとりしている

　温かい感じ一冷たい感じ

12・13ケ月時の性格

　気むずかしい一のん気そうだ

　　きかなそう一すなおそう

　温かい感じ一冷たい感じ

　ねばり強い一あっさりしている

高応答性群〉低応答性群＊

高応答性群く低応答性群＊

高応答性群〉低応答性群＊

高応答性群〉低応答性群＊

高応答性群〉低応答性群＊＊

高応答性群〉低応答性群＊

高応答性群〉低応答性群†

12・13ケ月時の母親の応答性と各月齢時における子どもの性格評定

3・4ケ月時の性格

　　男らしい一女らしい

7・8ケ月時の性格

　静かである一やかましい

　温かい感じ一冷たい感じ

高応答性群〉低応答性群＊

高応答性群〉低応答性群＋

高応答性群〉低応答性群＊

＋　 p＜0．　1　＊　p＜0．　05　＊＊0＜0．　01
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表　V－4 父親の応答性と子どもの性格

3・4ゲ月時の父親の応答性と各月齢時における子どもの性格評定

3・4ケ月時の性格

　　男らしい一女らしい

7・8ケ月時の性格

　活動的だ一おっとりしている

　神経が太い一神経質である

　温かい感じ一冷たい感じ

　男らしい一女らしい

12・13ケ月時の性格

　活動的だ一おっとりしている

　神経が太い一神経質である

　ねばり強い一あっさりしている

高応答性群く低応答性群＊

高応答性群〉低応答性群＊

高応答性群〉低応答性群＊＊

高応答性群く低応答性群＋

高応答性群く低応答性群†

高応答性群〉低応答性群†

高応答性群〉低応答性群†

高応答性群〉低応答性群＋

7・8ケ月時の父親の応答性と各月齢時における子どもの性格評定

7・8ケ月時の性格

　気むずかしい一のん気そうだ

　　男らしい一女らしい

高応答性群〉低応答性群†

高応答性群〉低応答性群＊

12・13ケ月時の父親の応答性と各月齢時における子どもの性格評定

　　　7・8ケ月時の性格

　　　気むずかしい一のん気そうだ　　　　　　高応答性群〉低応答性群＊

　　　男らしい一女らしい　　　　　　　　　　高応答性群〉低応答性群＊

＋　P＜0　1 ＊p＜0，05 ＊＊P＜0．　01

一95一



表　V－5 母親の応答性と母親の子どもに対する感じ

3・4ケ月時の母親の応答性と各月齢時における母親の子どもに対する感じ

3・4ケ月時の感じ

　手がかからない一世話がやける

　美しい一醜い

7・8ケ月時の子どもの行動評定

　手がかからない一世話がやける

12・13ケ月時の子どもの行動評定

　手がかからない一世話がやける

　抱きしめたい一きみが悪い

7・8ケ月時の母親の応答性と母親の感じ

　　3・4ケ月時の子どもの行動評定

　　　　かわいい一にくらしい

　　　　丈夫だ一こわれそう

　　7・8ケ月時の感じ

　　　　静かである一やかましい

　　　　美しい一醜い

　　12・13ケ月時の感じ

　　　　かわいい一にくらしい

12・13ケ月時の母親の応答性と母親の感じ

　　3・4ケ月の感じ

　　　美しい一醜い

　　7・8ケ月の感じ

　　　抱きしめたい一きみが悪い

　　　　丈夫だ一こわれそう

　　12・13ケ月時の感じ

　　　　抱きしめたい一きみが悪い

　　　　美しい一醜い

　　　　静かである一やかましい

高応答性群〉低応答性群＊

高応答性群く低応答性群＊

高応答性群〉低応答性群＊

高応答性群〉低応答性群＊

高応答性群〉低応答性群＊

高応答性群〉低応答性群＊

高応答性群〉低応答性群＊

高応答性群〉低応答性群＊

高応答性群〉低応答性群＋

高応答性群〉低応答性群÷

高応答性群く低応答性群＊

高応答性群く低応答性群＊

高応答性群〉低応答性群＋

高応答性群く低応答性群†

高応答性群く低応答性群†

高応答性群く低応答性群＋

＋　 p＜0．　1　＊p＜0．　05　＊＊0＜0．　01　＊＊＊　p＜0．　001
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表　V－6 父親の応答性と父親の子どもに対する感じ

3・4ケ月時の父親の応答性と各月齢時における父親の子どもに対する感じ

　　3・4ケ月時の感じ

　　　手がかからない一世話がやける　　　　　高応答性群〉低応答性群＊

　　　美しい一醜い　　　　　　　　　　　　　高応答性群く低応答性群＋

　　7・8ケ月時の感じ

　　　抱きしめたい一きみが悪い　　　　　　　高応答性群く低応答性群＊＊

　　　静かである一やかましい　　　　　　　　高応答性群く低応答性群＊

　　　美しい一醜い　　　　　　　　　　　　　高応答性群く低応答性群＊＊

　　12・13ケ月時の感じ

　　　美しい一醜い　　　　　　　　　　　　　高応答性群く低応答性群＊＊＊

7・8ケ月時の父親の応答性と各月齢時における父親の子どもに対する感じ

　　3・4ケ月時の感じ

　　　生き生きしている　　　　　　　　　　　高応答性群く低応答性群†

　　7・8ケ月時の感じ

　　　手がかからない一世話がやける　　　　　高応答性群く低応答性群†

　　12・13ケ月時の感じ

　　　生き生きしている　　　　　　　　　　　高応答性群く低応答性群†

　　　手がかからない一世話がやける　　　　　高応答性群く低応答性群＊

12・13ケ月時の父親の応答性と各月齢時における父親の子どもに対する感じ

　　3・4ケ月の感じ

　　　丈夫だ一こわれそう　　　　　　　　　　高応答性群〉低応答性群†

　　12・13ケ月時の感じ

　　　手がかからない一世話がやける　　　　　高応答性群く低応答性群＊

申　p＜0．　1　＊p＜0．　05　＊＊p＜0．　01　＊＊＊p＜0．　001
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表　V－7 母親の応答性と育児体験

3・4ケ月時の母親の応答性と各月齢時における育児体験

　　7・8ケ月時の育児体験

　　　　自分のことができなくてあせる　　　　　高応答性群〉低応答性群†

　　　育児ノイローゼがよくわかる　　　　　　高応答性群〉低応答性群†

　　12・13ケ月時の育児体験

　　　子どもは自分の一部のよう　　　　　　　高応答性群〉低応答性群＊

7・8ケ月時の母親の応答性と各月齢時における育児体験

3・4ケ月時の育児体験

　何となくイライラする

7・8ケ月時の育児体験

　充実感

　　子どもが生きがい

　　自分に重要なのは子ども

　　子どもは自分の一部のよう

　　子どもさえいれば幸せ

12・13ケ月時の育児体験

　　子どもが生きがい

　　何となくイライラする

　　子どもさえいれば幸せ

高応答性群〉低応答性群＊

高応答性群〉低応答性群＊

高応答性群〉低応答性群＋

高応答性群〉低応答性群＊

高応答性群〉低応答性群＋

高応答性群〉低応答性群＊

高応答性群〉低応答性群＊

高応答性群〉低応答性群＊

高応答性寝〉低応答性群†

12・13ケ月時の母親の応答性と各月齢時における育児体験

3・4ケ月時の育児体験

　何となくイライラする

7・8ケ月時の育児体験

　何となくイライラする

12・13ケ月時の育児体験

　　育児ノイローゼがわかる

高応答性群〉低応答性群＊

高応答性群〉低応答性群＊

高応答性群〉低応答性群＋

’1’

@p＜0，　1　　＊　p＜0．　05
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表　V－8 父親の応答性と育児参加

3・4ケ月時の父親の応答性と各月齢時における育児参加

3・4ケ月時の育児参加

　食事を与える

　　おむつをとりかえる

　　風呂に入れる

7・8ケ月時の育児参加

　　食事を与える

　　散歩

　　遊ぶ

　　2人で留守番

12・13ケ月時の育児参加

　　食事を与える

　　2人で留守番

　　父親をさがす

　　まだまりのよさ

高応答性群く低応答性群＊

高応答性群〉低応答性群＊

高応答性群〉低応答性群†

高応答性群〉低応答性群†

高応答性群〉低応答性群＊

高応答性群く低応答性群＊

高応答性群く低応答性群＊

高応答性群く低応答性群＊

高応答性群〉低応答性群＊

高応答性群〉低応答性群＊

高応答性群〉低応答性群＋

7・8ケ月時の父親の応答性と各月齢時における育児参加

3・4ケ月時の育児参加

　風呂に入れる

7・8ケ月時の育児参加

　　風呂に入れる

高応答性群〉低応答性群＊

高応答性群く低応答性群＊

12・13ケ月時の父親の応答性と各月齢時における育児参加

3・4ケ月時の育児参加

　食事を与える

　風呂に入れる

　　2人で留守番

7・8ケ月時の育児参加

　　散歩

　　2人で留守番

12・13ケ月時の育児参加

　　2人で留守番

高応答性群〉低応答性群＊

高応答性群〉低応答性群†

高応答性群〉低応答性群＊

高応答性群〉低応答性群＊

高応答性群〉低応答性群＊＊

高応答性群〉低応答性群＊＊＊

＋　 p＜0．　1　＊p＜0． 05　＊＊0＜0．

　　－99一

01　＊＊＊p＜0．　001



お わ り に

　データ収集はすべて研究期間内に完了したのであるが、子どもたちの誕生日によってデ

ータ収集日が規定されてしまう関係があり、誕生日が広い期間に亘って分布しているため

全ての対象者の全てのデータの収集完了までにかなり多くの時間を費やさざるを得なかっ

たこと、さらに、データの分析に手間取ったこともあって、この報告書で扱わなかったデ

ータがかなりある。今後できるだけ早急にそれらについても分析検討を加えたいと考えて

いる。

　特に、母親と子ども、父親と子どもという2者関係ではなく子どもと母親と父親の3者

が関わる課題場面でののデータについてはここでは全く検討してない。子・父・母の3者

が関わって展開している親子関係は3者の中から2者を取り出した2者関係としてとらえ

られる関係と3者関係としてとらえた中の2者関係では当然異なったものとなる。また、

2者関係と3者関係ではそのコミュニケーション構造は全く異なってくる。3者関係の中

で母親・父親の応答性について十分な検討を加えたいと思っている。

　また、応答性の分析はマクロ的な評定によってのみ行ったが、子どものサインを読取り

それを解釈し、敏速に反応として子どもにフa一ドバックする過程を分析するためにはミ

クロ的分析を是非とも行う必要がある。また、得られた各種のデータと十分なクロス分析

を行うことにより、多くの新しい知見を得ることも期待できる。このような分析を早急に

行う予定でいる。

　長期にわたる協力によって得られた貴重なデータであり、まだまだ残された作業は多く

ある。せっかくのデータをこのまま眠らすこと無く、養育者の応答性の促進を図るための

方向性を見いだすために、十分に活かしたいと考えている。
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妊娠初期（1～4カ月）用

記入日：昭和年月日
記入者氏名：

　　　住所：上越市

年　　　齢：　　歳

結婚年月日：　昭和　　年　　月　　日

結婚年齢　：　歳

職　　　業：

同居家族構成：　夫　　妻　　その他（

あなたの兄弟姉妹の人数と

あなたの位置　　　　　　　：兄（　）姉（　）弟（　）妹（　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　一一一人中一一一番目

出産予定日：　昭和　　年　　月　　日

出産予定の病院名：

　　（妊娠について　）

1．妊娠に気づかれたのは妊娠何カ月の時ですか　（　）ヵ月

2．妊娠とわかったとき　まず何をされましたか

　　　（

3．妊娠とわかって　何かとまどわれたことがありましたか

　　それはどんなことですか

　　　（

　　　（　はい　　いいえ　）

　　それはどんなことですか

　　　（　酒，煙草，コーヒー，

　　　　その他

　　何時頃からですか　　　　、

　　　（

5．いまの時期　特に気をつけていることがありますか

　　それはどんなことですか

　　　（

　　　（

資料Nα1

）

　　　　　　　　　）

（　はい　　いいえ　）

　　　　　　　　　）

4．妊娠がわかってから生活面で特に意識的にかえられたことがありますか

はげしい運動，夜ふかし，薬，家事，自動車の運転，

（はい

6．奥様への心遣いとしてどんなことに特に気をつけていますか（ご主人のみ）

　　　　）

　　　　）

いいえ　）

　　　　）

　　　　）
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7．ご主人からの言葉掛けや行為などで『うれしかった』と思われることがありますか

　　　（　はい　　いいえ　）

　　それはどんなことですか

　　　（

　（お腹の赤ちゃんについて　）

1．お腹の赤ちゃんのために自分のやりたいことを何か我慢していることがありますか

　　　（　はい　　いいえ　）

　　それはどんなことですか

　　　（

　　我慢していることはつらいですか　　　　　　　　　　　　（はい

2．赤ちゃんを迎える準備として　何かなさいましたか　　　　　（はい

　　　1番最初にされたことは　どんなことですか

　　　（

3．初めて妊娠用品を買いに行かれたとき，誰と行かれましたか

　　　（まだ何も買いに行ってない　　一人で　　ご主人と　　母親と

　　　そのとき　どんな気持ちでしたか

　　　（ご主人もご一緒に行かれた場合は　ご主人もお答えください）

　　　（

4．現在　妊婦服を着ていらっしゃいますか　　　　　　　　　　（はい

　　　初めて妊婦服を着られたとき　どんな気持ちがしましたか

　　　（ご主人の場合は

　　　　お教えください）

　　　（

5．r赤ちゃんがお腹にいるんだわ！』と感じられることがありますか

　　　（　はい　　いいえ　）

　　　それはどんなときですか

　　　（

6．お腹の赤ちゃんと意志が通じるという体験をされたことがありますか

　　　（　はい　　いいえ　）

　　　それはどんなときですか

　　　（

7．自分が元気がないときは

　　ますか

　　　（　はい　　いいえ　）

8．お腹に赤ちゃんがいることを　人に自慢（話す）したくなることが

　　（ご主人の場合は

　　　か）

　　（　はい　　いいえ　）

いいえ

いいえ

その他

）

）

）

）

）

）

　　　　）

いいえ　）

奥様が初めて妊婦服を着られたのを見られたときのお気持ちを

）

）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

お腹の赤ちゃんもなんだか元気がないように思うことがあり

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ありますか

奥様が妊娠していらっしゃることを自慢したくなることがあります
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　9．お腹の赤ちゃんはr男の子』とr女の子』のどっちだと思いますか

　　　　現在は　　　（男の子　　女の子　）

　　　　それはどうしてですか

　　　　（

　　　以前は（男の子　　女の子　）

　　　それはどうしてですか

　　　　（

10．お二人でお腹の赤ちゃんのことについて話されますか　　　　（はい

　　　それは主にどんなことですか

　　　　（

11．「生みの苦しみ」といわれますが

　　　（ご主人の場合は　奥様の様子を拝見されていて）

　　　　（

12．出産まで何か不安に思うことがありますか　　　　　　　　　（はい

　　　それはどんなことですか

　　　　（

）

　　　　）

いいえ　）

今までどんなことが最も苦しいことでしたか

）、

　　　　）

いいえ　）

）

　（妊娠前のことについて　）

1．お腹の目立つ妊婦さんを　かつて目にされたとき　どのように思いましたか

　　　（何とも思わなかった　　うらやましいと思った　　かっこう悪いと思った

　　　　その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

2．身近に妊娠あるいは出産された方がいらっしゃいますか　　　　（はい　　いいえ　）

3．妊娠の経過について　その程度の知識を持っていると思ってますか

　　　（かなりよく知っている　　あまり知らない　　ほとんど知らない）

4．いままでに　赤ちゃんをだっこされたり，ミルクをあげたり，おむつをかえたりなどの

　世話をしてあげたことがありますか　　　　　　　　　　　　（はい　　いいえ　）

　　　それはいつごろのことですか

　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

5．．結婚前に　お二人で自分達の子どものことについて　話し合われたことがありますか

　　　（　はい　　いいえ　）

　　　どんなことを主に話されましたか

　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

6．妊娠の時期を計画的に予定されましたか　　　　　　　　　　（　はい　　いいえ　）

　（出産後のことについて　）

1．赤ちゃんが生れたあとのことを考えると　どんな気持ちがしますか

　　　（何となくうれしくなる　　何となく不安になる　）

　　特にどんなことについて

　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
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2．赤ちゃんが生れたあとのことについて　お二人で話し合われますか

　　　（　はい　　いいえ　）

　　それはどんなことですか

　　　（

3．全部で子どもは何人位欲しいと思いますか

　　　（　　人位）

　　それはどうしてですか

　　　（

　（　ご自身について　）

　1．気軽に人前で　歌をうたうとか　絵やアニメ等をかくことができますか

　　　　（　はい　　いいえ　）

　2．自分の母親（父親）のような母（父）になりたいと思いますか

　　　　（　はい　　いいえ　）

　　　　一言でいえば　どんなお父さん（お母さん）ですか

　　　　（

　3．あなたは小さいときから子どもが好きでしたか　　　　　　　（はい

　4．自分が生れたときの様子を詳しく聞いたことがありますか

　　　　（　はい　　いいえ　）

　　　　いつ聞かれましたか

　　　　（

　　　　何がきっかけで聞かれましたか

　　　　（

　　　　どんなことを覚えていますか

　　　　（

　5，親になる自信はどれくらいありますか

　　　　（かなりある　　なんとかやっていけると思う　　あまりない　）

　　　　それはどんなことから考えられますか

　　　　（

＊＊＊　出産後の連絡先　＊＊＊

　　TEL
　　連絡先のお宅のお名前

　　現住所にお帰りになられるご予定：　　　月の（　初旬　　中旬　　下旬 ）

いいえ

）

）

）

）

）

）
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妊娠中期（5～7カ月）用　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　資料一N’o．・2

記入日：昭和年月日
記入者氏名：

　　　住所：上越市

　電話番号：

年　　　齢：　F　　　歳　　M　　　歳

職　　　業：　変更の有無　　（有　　無　）

　　　　　　　F　　　　　　　M

居家族構成：　変更の有無　　（有　　無　）

　　　　　　　夫　　妻　　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

出産予定日：昭和年月日

　1．妊娠の経過はいかがでしたか，何か病気などなさいましたか

　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　2．妊娠初期よりもこの頃，生活面で特に意識的に気をつけていることがありますか

　　　　（　はい　いいえ　）

　　　　それはどんなことですか

　　　　（　酒，煙草，コーヒー，はげしい運動，夜ふかし，薬，家事，自動車の運転，

　　　　　その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　何時頃からですか

　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　3．奥様への心遣いとしてどんなことに特に気をつけていますか（ご主人のみ）

　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　4．ご主人からの言葉掛けや行為などで『うれしい』と思われることがありますか

　　　　（　はい　　いいえ　）

　　　　それはどんなことですか

　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　（お腹の赤ちゃんについて　）

　1．お腹の赤ちゃんのために自分のやりたいことを何か我慢していることがありますか

　　　　　（　はい　　いいえ　）

　　　　それはどんなことですか

　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　我慢している』とはつらいですか　　　　　（はV・いいえ）
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2．赤ちゃんを迎える準備として　何かなさいましたか　　　　　（はい　　いいえ　）

　　　それはどんなことですか

　　　　（1）　いつ

　　　　（2）　いつ

　　　　（3）　いつ

　　　　（4）　いつ

　　　　（5）　いつ

　　　　（6）　いつ

3．初めて妊娠用品を買いに行かれたとき，誰と行かれましたか

　　　　（　まだ何も買いに行ってない　　一人で　　ご主人と　　母親と　　その他　　）

　　　そのとき　どんな気持ちでしたか

　　　　（ご主人もご一緒に行かれた場合は　ご主人もお答えください）

　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

4．現在　妊婦服を着ていらっしゃいますか　　　　　　　　　　（はい　　いいえ　）

　　　初めて妊婦服を着られたとき　どんな気持ちがしましたか

　　　　（ご主人の場合は　奥様が初めて妊婦服を着られたのを見られたときのお気持ちを

　　　　お教えください）

　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

5．お腹の赤ちゃんについてあるいは妊娠の経過について　いままでどんなことが最も印象

　　的でしたか

　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

6．『赤ちゃんがお腹にいるんだわ！』と　感じられることがありますか

　　　　（　はい　　いいえ　）

　　　それはどんなときですか

　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

7．お腹の赤ちゃんと意志が　通じるという体験をされたことがありますか

　　　　（　はい　　いいえ　）

　　　それはどんなときですか

　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

8．自分が元気がないときは　お腹の赤ちゃんもなんだか元気がないように　思うことがあ

　　　りますか

　　　　（　はい　　いいえ　）

　9．お腹に赤ちゃんがいることを　人に自慢（話す）したくなることが　ありますか

　　　（ご主人の場合は　奥様が妊娠していらっしゃることを自慢したくなることがあります

　　　か）

　　　　（はい　　いいえ　）

10．お腹の赤ちゃんはr男の子』とr女の子』のどっちだと思いますか

　　　現在は　　　（　男の子　　女の子　）

　　　それはどうしてですか

　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
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　　　　以前は　　　（男の子　　女の子　）

　　　　それはどうしてですか

　　　　（

11．最近　お二人でお腹の赤ちゃんのことについてどんなことを話されますか

　　　　（　はい　　いいえ　）

　　　それは主にどんなことですか

　　　　（

12．「生みの苦しみ」といわれますが今までどんなことが最も苦しいことでしたか

　　　（ご主人の場合は　奥様の様子を拝見されていて）

　　　　（

13．出産まで何か不安に思うことがありますか　　　　　　　　　（はい　　いいえ

　　　それはどんなことですか

　　　（

　（出産後のことについて　）

1．赤ちゃんが生れたあとのことを考えると　どんな気持ちがしますか

　　　（何となくうれしくなる　　何となく不安になる　）

　　　特にどんなことについて

　　　（

2．赤ちゃんが生れたあとのことについて　お二人で話し合われますか

　　　（　はい　　いいえ　）

　　　それはどんなことですか

　　　（

3．全部で子どもは何人位欲しいと思いますか

　　　（　　人位）

　　　それはどうしてですか

　　　（

4．親になる自信はどれくらいありますか

　　　（かなりある　　なんとかやっていけると思う　　あまりない）

　　それはどんなことから考えられますか

　　　（

5．どんな親になりそうだと思いますか

　　　（

＊＊＊　出産後の連絡先　＊＊＊

　　TEL：
　　連絡先のお宅のお名前：

　　現住所にお帰りになられるご予定： 月の（初旬　　中旬　　下旬　）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）
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妊娠後期（8～10カ月）用 資料Nα3

記入日昭和年月日
記入者氏名

対象者氏名：

対象者NO：

　　　住所：上越市

　電話番号：

出産予定日：　昭和

年　　　齢：　歳

結婚年月日：　昭和

結婚年齢　：　F

職　　　業：　F

年　　月　　日

年　　月　　日

歳　　M　　　歳

　　　M

同居家族構成：

結婚前の兄弟姉妹の数　　F　　兄（　）姉（　）弟（　）妹（　）

一一一一 l中一一一番ll

M　兄（　）姉（　）弟（　）妹（　）

一一一 l中一一一番目

出産予定の病院名

　（　妊娠について　）

1，妊娠に気づかれたのは妊娠何カ月の時ですか　（　）ヵ月

2．妊娠とわかったとき　まず何をしましたか

　　　（

3．妊娠とわかって　何かとまどわれたことがありましたか　　　（はい　　いいえ

　　それはどんなことですか

　　　（

4．妊娠がわかってから生活面で特に意識的にかえられたことがありますか

　　（ex．酒，煙草，はげしい運動，夜ふかし，薬，家恵，，．．）

　　F（はい　いいえ）　　M（はい　　いいえ）
　　それはどんなことですか

　　　（

　　何時頃からですか

　　　（

）

）

）

）

）
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5．いまの時期　特に気をつけていることはどんなことですか

　　　（

6．奥様への心遣いとしてどんなことに特に気をつけていますか

　　　（

7．ご主人からの言葉掛けや行為などで『うれしかった』と思われることがありますか

　　　（　はい　　いいえ　）

　　　それはどんなことですか

　　　（

　（お腹の赤ちゃんについて　）

1　お腹の赤ちゃんのために自分のやりたいことを何か我慢していることがありますか

　　　（　はい　　いいえ　）

　　　それはどんなことですか

　　　（

　　　我慢していることはつらいですか　　　　　　　　　　　　（はい　　いいえ

2．赤ちゃんを迎える準備として1番最初にされたことは　どんなことですか

　　　F　　　　　　　　　　　　　　　　　M

3．初めて妊娠用品を買いに行かれたとき，どんな気持ちがしましたか

　　　F　　　　　　　　　　　　　　　　　M

4．初めて妊婦服を着られたとき　どんな気持ちがしましたか

　　　F（Mが着ているのを見たとき）　　M

）

）

）

）

）

5．どんなとき『赤ちゃんがお腹にいるんだわ！』と感じますか

　　　F　　　　　　　　　　　　　　　　　M

6．お腹の赤ちゃんと意志が通じ合っているという体験をされたことがありますか

　　　（　はい　　いいえう

　　　それはどんなときですか

　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

7．自分が元気がないときは　お腹の赤ちゃんもなんだか元気がないように　思うことがあ

　　りますか　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　（はい　　いいえ　）

8．どんなときお腹の赤ちゃんを誇らしく思われますか

　　　F（Mが妊娠していることを）M

9．お腹の赤ちゃんはr男の子』とr女の子』のどっちだと思いますか

　　　現在　　F．　　　　　　　　　　　　　M

　　　それはどうしてですか

　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
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　　　　以前　　F

　　　　それはどうしてですか

　　　　（

10．

　　　それは主にどんなことですか

　　　　（

11．「生みの苦しみ」といわれますが

　　　　F（Mを見ていて）

　　　　F

　　（妊娠前のことについて　）

　1．

　　　F

　2．妊娠されるまえに

　　　F
　3．妊娠の経過について

　　　F
4．妊娠されるまえに

　　　F（　はい　　いいえ　）

　　　それはいつごろのことですか

　　　　（

5．結婚前に

　　　　（　はい　　いいえ　）

　　　　（

M

お二人でお腹の赤ちゃんのことについて話されますか

　　　　　　　　　）

（　はい　　いいえ　）

　　　　　　　　　）

今までどんなことが最も苦労に思いましたか

またこれから先どんなことが不安に思いますか（特に出産に関して問う）
M

M

まだ妊娠していなかったときにお腹の目立つ妊婦さんを見てどう思いましたか

M

　　　　　　　　　　身近に妊娠あるいは出産された方がいらっしゃいましたか

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　M

　　　　　　　　　　　　どの程度の知識を持っていると思っていましたか

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　M

　　　　　　　　　　赤ちゃんをだっこされたり，ミルクをあげたり，おむつをかえたり

　　などの世話をしてあげたことがありましたか

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　M（はい　いいえ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　お二人で自分達の子どものことについて　話し合われたことがありましたか

　　　どんなことを主に話されましたか

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

6．妊娠の時期を計画的に予定されましたか　　　　　　　　　　（はい　　いいえ　）

　（　出産後のことについて　）

1．赤ちゃんが生れたあとのことを考えると　どんな気持ちがしますか

　　　F（なんとなくうれしくなる　　なんとなく不安になる　）

　　特にどんなことについて

　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　M（なんとなくうれしくなる　なんとなく不安になる）　　　　　　）

　　特にどんなことについて

　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
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2．赤ちゃんが生れたあとのことについて　お二人で話し合われますか

　　　（　はい　　いいえ　）

　　それはどんなことですか

　　　（

3．全部で子どもは何人位欲しいと思いますか

　　　F（　人位）　　　　　M（　人位）
　　それはどうしてですか

　　　（

　（父母について　）

1．気軽に人前で　歌をうたうとか　絵をかくことに抵抗感がありませんか

　　　　F（はい　いいえ）　　　　M（はい

　　　　F（はい　いいえ）　　　M（はい
　　　　F　一言でいえば　どんなお父さんですか

　　　　（

　　　　M一言でいえばどんなお母さんですか

　　　　（

　3．あなたは小さいときから子どもが好きでしたか

　　　　F（はい　いいえ）　　　M（はい
　4．自分が生れたときの様子を

　　　　F（はい　いいえ）
　　　　いつ聞かれましたか

　　　　（

　　　　何がきっかけで聞かれましたか

　　　　（

　　　　どんなことを覚えていますか

　　　　（

　　　　M（はい　いいえ）
　　　　いつ聞かれましたか

　　　　（

　　　　何がきっかけで聞かれましたか

　　　　（

　　　　どんなことを覚えていますか

　　　　（

　5．親になる自信のほどはいかがですか

　　　　F　　　　　　　　　　　　　　　　　M

＊＊＊　出産後の連絡先　＊＊＊

2．自分の母親（父親）のような母（父）になりたいと思いますか

いいえ

いいえ

）

）

いいえ　）

詳しく聞いたことがありますか
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出産後の調査1回目

記入者氏名：

記入年月日：　　　　昭和　　年

お子さんの誕生日：　昭和　　年

お子さんの年齢　：　　　カ月と

親の職業　　　　　：　父親（

月

月

日

）

日

日

母親（
）

資料No．　4

　（分娩状況について　）

1．分娩の状態　　　（1．正常分娩　　2．異常あり（

2．分娩に要した時間（　時間　分）
3．お子さんの健康状態　　　（1．良好　　2．やや不健康（

4．呼吸法など事前に練習していたことの効果はありましたか

　　　（1．十分あった　　2．かなりあった　　3．あまり役立たなかった

　　　　4．ほとんど役立たなかった　　5．その他

5．分娩時　医師や助産婦の指示に従う余裕はありましたか

　　　（1．十分従う余裕があった　　2．指示内容はよく理解できたが従う余裕は

　　　　なかった　　3．無我夢中だった　　4．無痛分娩

　　　　5．その他

6，無痛分娩を希望しましたか

　　　（1，希望した　　2．希望しなかった　）

7．分娩は　想像以上に大変でしたか

　　　（1．はい　　2．それほどではなかった　　3，考えてたより楽だった　）

8．分娩中何か不安に思うことがありましたか

　　　（1．はい　　2．いいえ　）

　　　それはどんなことですか

　　　（

（　育児について　）

1．育児は主にどなたがやっていらっしゃいますか　　（

2．育児を手伝ってくださるのはどなたですか

　　　（1．夫　　2．その他（

3．家族の皆さんは　育児のどの部分をどの程度手伝ってくださいますか

　　　（1．夫（

　　　　2，その他（

4．現在のお子さんの健康状態はいかがですか

　　　（1．問題なし　　2．ややあり（

5．お子さんのご機嫌はいかがですか

　　　（1、機嫌が良く　ほとんど泣かない　　2、普通だと思う　　3．

6．お子さんの泣く意味は　どの程度わかりますか

　　　（1．かなりよくわかる　　2．だいたいわかる

よく泣く

））

））

）

）

）

）

））

）

））

））

）

3．あまりよくわからない　）
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ぐ

　7．お子さんが泣いているとき　まず何をされますか

　　　　（1．まずだっこする　　2．まず何をしてほしいのかを見きわめ　対処する

　　　　　3．どうしてあげたらよいのか　わからず迷うことが多い　　4．必要以上に手を

　　　　かけないようにしている　　5．その他（　　　　　　　　　　　　　　　））

　8．お子さんの泣き声を聞いたとき　どんな気持ちがしますか

　　　　（1．胸が締めつけられ　せつなくなる　　2．自分をよんでいるように思う

　　　　　3．1つの運動だと思うのであまり気にならない　　4．甘え癖をつけないように

　　　　気をつけなければと思う　　5．その他（　　　　　　　　　　　　　））

　9．お子さんは　どんなときによく泣かれますか

　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

10．お子さんは　1回泣きだしたあと　あやしてから泣きやむまでの時間はどのくらいかか

　　　りますか

　　　　（1．すぐ泣きやみ　ご機嫌になる　　2．ちょっとぐずるが　わりあい早くご機嫌

　　　　になる　　3．泣きやむまでかなり時間がかかる　　4．その他（　　　　））

11．授乳方法　　　（1．母乳　　2．母乳とミルク　　3．ミルク　）

12．授乳時間　　（1．乳房が張ってきたら　与えるようにしている　　2．子どもの様子

　　　　　　　　　を見て与えるようにしている　　3．時間を決めて与えるようにしてい

　　　　　　　　　る　　4．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　））

13．お子さんの食欲や食欲が満足されている状態の判断は　どの程度できますか

　　　　（1．子どもの表情からかなり正確に判断できる　　2．飲みっぷりから判断してい

　　　　　る　　3．特に判断するものはないが適当にやっている　　4．必要量を飲むか飲

　　　　　まないか　あるいは時間によって判断している　　5．その他（　　　　　　））

14．お子さんの食欲はいかがですか

　　　　（1．かなりある　　2，普通　　3．あまりない　）

15．乳を飲む量はいかがですか

　　　　（1．標準量より多い　　2．ほぼ標準量　　3．標準量はほとんど飲めない

　　　　　4．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　））

16．乳の飲む量について何か不安がありますか　　　　　　（1．はい　　2．いいえ　）

17．お乳の与え方　　（昼間）

　　　　（1．だっこして　　2．トッターにねかせて　　3．布団の上にねかせて

　　　　　4．その他（テレビを見ながらだっこして，　　　　　　　　　　　　　　））

18．お乳の与え方　　（夜間）

　　　　（1．だっこして　　2．トッターにねかせて　　3．布団の上にねかせて

　　　　　4．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　））

19．おむつの交換時間の判断をどのようにしていますか

　　　　（1．子ど＄の表情や泣きなどを判断の手がかりとしている　　2．時間を決めてか

　　　　　えるようにしている　　3．その都度適当におむつをみて濡れていればかえてやる

　　　　　4．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　））

20．お子さんの排尿の時間の見当はどのくらいついていますか

　　　　（1．かなり正確につく　　2．まあまあ　　3．あまりつかない　）
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21、お子さんの排便の時間の見当はどのくらいついていますか

　　　　（1．かなり正確につく　　2．まあまあ　　3．あまりつかない　）

22．使っているおむつの種類は何ですか（昼間）

　　　　（1．布おむつ　　2．紙おむつ　　3．その他（　　　　　　　　　　　　））

23．使っているおむつの種類は何ですか（夜間）

　　　　（1．布おむつ　　2．紙おむつ　　3．その他（　　　　　　　　　　　　））

24．おむつを昼間　何回位かえてあげますか　（　　）回

25．おむつを夜間　何回位かえてあげますか　（　　）回

26，お子さんを寝かしつけるときの配慮としてどんなことに気をつけていますか

　　　　（1．専用の寝室　　2．部屋を暗くする　　3．騒音をたてないようにする

　　　　　4．子守唄を歌う　　5．お話をする　　6．静かに体をたたくなど

　　　　　7．だっこして眠ってから布団に入れるようにしている　　8．一人で寝かすよ

　　　　　うにしている　　9．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　））

（　遊びについて　）

1．お子さんは　どんなことをしてもらうのが好きですか

　　　（

2．お気に入りのおもちゃがありますか　　　　　　　　　（1，

3．そのおもちゃは何ですか

　　　（

4．おもちゃを買うとき　おとこ色おんな色など気にしますか

　　　（1．｛まし、　　2．し、し・え　 ）

　　特に　どなたがそうですか　（

5．お母さんと一緒に過ごされる時間はどの位ですか（平日）

　　　約　　　時間　　　分位

　　　その時間は主にどんなことで過ごされていますか（平日）

　　　（

6．お母さんと一緒に過ごされる時間はどの位ですか（休日）

　　　約　　　時間　　　分位

　　　その時間は主にどんなことで過ごされていますか（休日）

　　　（

7．お父さんと一緒に過ごされる時間はどの位ですか（平日）

　　　約　　　時間　　　分位

　　　その時間は主にどんなことで過ごされていますか（平日）

　　　（

8．お父さんと一緒に過ごされる時間はどの位ですか（休日）

　　　約　　　時間　　　分位

　　　その時間は主にどんなことで過ごされていますか（休日）

　　　（

はい

　　　　　）

2．いいえ　）

　　　　　）

）

）

）

）

）
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（お子さんへの期待　）

1．お子さんの名前は　どなたがつけられましたか　（　　　　　　　　　　　　　）

2．その名前には　何か特別な意味がこめられていますか　　（1．はい　　2．いいえ　）

　　　それはどんな意味ですか

　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

3．お子さんはどんな（性格，特徴）お子さんですか

　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

4．生れたばかりの時のお子さんに対する気持ちと　今のお子さんに対する気持ちをくらべ

　　ると何か違うものがありますか

　　　（1．はい　　2．いいえ　）

　　それはどんなことですか

　　　（1．父親（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　2．母親（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　3．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　））

5．お子さんを育てるうえで　今まで何か困ったことがありましたか

　　　（1．セまし、　　2．し、し、え　 ）

　　それはどんなことですか

　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　どなたに相談されましたか

　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　今はもう　そのことは心配でなくなりましたか

　　　（1．はい　　2．いいえ　）

6．お子さんには　どんな（性格や能力をもった）人になってほしいですか

　　　（1．父親（

　　　　2．母親（

　　　　3．その他（

7．お子さんには　どんな（性格や能力をもった）人になってほしくないですか

　　　（1．父親（

　　　　2．母親（

　　　　3．その他（

8．お子さんには　どんな職業についてほしいと思いますか

　　　（1．父親（

　　　　2．母親（

　　　　3．その他（

9．お子さんには　どの程度の学校まで行かせたいと思いますか

　　　（1．父親（

　　　　2．母親C

　　　　3．その他（

）

）

））

）

）

））

）

）

））

）

）

））
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（子ども観　）

1．子どもというものは　放っておくといたずらをしたり　勝手気ままなことをする人間に

　なりかねないので　小さい時から厳しくしつけた方がよい

　　　（1．全くその通り　　2．そう思う　　3．どちらともいえない

　　　　4．そう思わない　　5．全く違っている　）

2．子どものやることは　いたずらなども年とともに自然に良い方へ向かうものであり　あ

　　まり厳しすぎると，子どもを卑屈にしたり　伸びる芽をつんでしまうことにもなりかね

　ないので余程のことがない限り　やりたいようにさせておいた方がよい

　　　（1．全くその通り　　2．そう思う　　3．どちらともいえない

　　　　4．そう思わない　　5．全く違っている　）

3．子どもは生れた時は　いわば無地無色であり　どういう人間になるかは　生れた後の環

　境や経験によって決まるものである

　　　（1．全くその通り　　2，そう思う　　3，どちらともいえない

　　　　4．そう思わない　　5．全く違っている　）

　　その他　）

　　出産後　何日目に現在地に帰ってきましたか

　　　　　　　日目

（

1．

2．育児日記をつけていますか

3．父親学級に参加したことが何か役立っていますか

　　　（1．はい　　2．いいえ　）

　　それはどんなことですか

　　　（

　　　どんなことを教えてほしかったと思いますか

　　　（

4．母親学級に参加したことが何か役立っていますか

　　　（1．｛：よし・　　2．し、し・え一　）

　　　それはどんなことですか

　　　（

　　　もっと　どんなことを教えてほしいと思いますか

　　　（

5．母親学級に何回参加しましたか

　　　3回中　　回

6．どんな時　お子さんをかわいいと思いますか

　　　父親（

　　　母親（

7．育児は楽しいですか　　　　（1．はい　　2．

　　　それはどうしてですか

　　　（

（1、はい　　2．いいえ　）

どちらともいえない

）

）

）

）

　　　　　）

　　　　　）

3．し、し・え　 ）

　　　　　）
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母親用1 資料No，　7

調査年月日：　昭和　　年　　月　　日

記入者氏名：

お子さんの年齢：　　　歳　　ヵ月

1．前回の訪問時からこれまでの生活（育児）についての特記事項

　　　（環境の変化・病気・その他　）

　　　（体重　）

2．最近の1日のスケジュール

0246781012141618202224

・授乳（離乳食）の規則性

・睡眠

・入浴

・父親の出勤・帰宅

3．現在の育児について

　1）授乳

　①現在は，母乳・ミルク・混合のいずれですか

　　母乳→母乳はどれくらい続けるつもりですか

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ミルクに切りかえることを考えていますか）

　　　　／

　　混合

　　　　＼

　　　ミルク→2ヵ月以降に変わった場合，どのような経過で，現在のようになりましたか

　　②授乳のタイミングはどのように判断していますか

　　　a　子どもが要求したら（泣いたら）いつでも与える

　　　b　子どもが要求したら時間をみて与える（必ずしも時間に左右されない）

　　　c　時間決めで与える（子どもが要求しても時間になるまで待たせる）

　2）離乳食

　　①いつごろから離乳食を与え始めましたか

　　②現在はどんなものを与えていますか，特に好き嫌いはありますか

　　③離乳食を与える上で苦労していること，困難なことはありますか
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3）その他
①お子さんが，次の状態のとき，お母さんは主にどうしていますか

＜目覚めているとき＞

a　そばにいて相手を

　　する

b　何かしながらとき

　　どき様子をみる

c　ひとりにしておく

　　（機嫌カミ悪くなし・

　　　かぎり）

＜眠っているとき＞

a　できるだけそば

　　にいる

b　そばにはいない

　　が，ときどき様

　　子を見に行く

c　眠っている間は

　　気にしない

＜ぐずったり，泣いたとき＞

a　すぐ手をかける

b　泣き方など，少し様子を

　　みてから

c　かなりひどい泣きでない

　　かぎりはしばらく手を出

　　さない

②現在，育児をしていて，困難に感じること，心配なことはありますか

　　また，それについて，こうなってほしいと考えていることはありますか

　　（例）・相手をしないと機嫌が悪い

　　　　　・夕方ぐずる，夜泣きをする

　　　　　・寝つきカミ悪い

4．環境

　1）社会的環境
　　①近所の人襯せきの人が来訪したり，こちらから訪問することが週に1回程度はあ

　　　　りますか

　　　aはい　　　bいいえ
　　　（どんな人がどれくらい）

　　②1週間に1回以上，買物で外へ連れていきますか

　　　aはい　　　bいいえ
　　③天気のよい日には，1日に1回は外に連れていきますか（散歩など）

　　　aはい　　　bいいえ
　2）物理的環境

　　①お子さんのおもちゃを見せてください

　　　a　普段，お子さんに遊ばせているのはどれですか

　　　　　・擶活動を使うおもちゃ　瓢鱈り，押したりする小さな

［－illW！L℃1！：二」L二竺二＝］
・目と手の協応のためのおもちゃ
くおもちゃの出し入れができる〉 〈ブロックなど〉

b　お子さんに（まだ）遊ばせていないのはどれですか
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5．子どもについて

　1）機嫌のよさ，扱いやすさ

　①お子さんは，空腹でなく，おむつも濡れていないのに，泣く（ぐずる）ことがあり

　　　　ますか

　　　a　よくある　　b　ときどきある　　c　たまにある　　d　ない

　②泣いたとき，お母さんがなだめなくても自分で指しゃぶりなどして泣きやむことが

　　　ありますか

　　　a　よくある　　b　ときどきある　　c　たまにある　　d　ない

　③泣いたとき，お母さんがなだめてもなかなか泣きやまないことがありますか

　　　a　よくある　　b　ときどきある　　c　たまにある　　d　ない

　④いつも決まった時間になるとぐずるというようなことはありますか

　⑤あなたのお子さんは，機嫌のよい子だと思いますか

　⑥あなたのお子さんは，扱いやすい子だと思いますか

　2）子どもの社会的反応

　①お子さんは，お父さん・お母さんのことを他の人と区別してわかっているようです

　　　か

　　　くお父さん〉　　　　　　　　　　　　＜お母さん＞

　　　a　父親がわかっている様子である’　　a　母親がわかっている様子である

　　　b　まだわからないようである　　　　　b　まだわからないようである

　　　c　まだなんともいえない　　　　　　　c　まだなんともいえない

　　②お子さんはよそのおとなの人があやしたときどのようにしますか

　　　a　声をたててわらう　　　　　　　　　e　大きな声で泣く

　　　b　かすかにわらう　　　　　　　　　　f　特に変化をみせない

　　　c　まじめな顔をして相手をみる　　　　g　なんともいえない

　　　d　べそをかく

6．父親の育児参加について

　　①ご主人は，家事や育児をどの程度してくださいますか

よくする ときどき

ｷる
めったに
ｵない

a　家事（具体的に　　　　　　　　　　　　　）

b　食事を与える（ミルク・ジゴース・離乳食など）

c　おむつをとりかえる

d　お風呂に入れる

e　一緒に遊ぶ

f　お子さんと2人で留守番をする

g　その他（　　　　　　　　　　　　　　　）

②　ご主人の育児への参加度についてあなたはどの程度満足していますか

　　　　　　　（　　）％
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③お子さんについてご主人と話すことはどのくらいありますか

よくする ときどきする めったにしない

a　1日のお子さんの様子について

b　育児の方針やお子さんの将来について

c　その他（　　　　　　　　　　）

　④あなたは育児についてどのように考えますか。またご主人はどう考えていると思い

　　　　ますか

　　　a　育児は両親が協力して行うもので父親も　　　　　くご主人の考えについて〉

　　　　積極的に参加すべぎである　　　　　　　　　　　　　（　　　　　　　）

　　　b　育児は主に母親の役割であって，父親は

　　　　必要に応じて参加する程度でよい

　　　c　どちらともいえない

　⑤あなたはご主人との間に育児についての考え方のズレを感じることはありますか

　　　a　よくある　　b　ときどきある　　c　たまにある　　d　ない

　　　（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

7．現在，あなたの赤ちゃんに対する感じはどうですか。次にある対のことばでみた時に，

　　どの段階にあてはまりますか。あなたの気持ちにあうところに○をつけてください。

かわいい

丈夫だ

だきしめたい

いきいきしている

しずかである

手がかからない

美しい

一＿＿一
L一一＿⊥．＿＿＿」

L．．一．一．．．．L－

にくらしい

こわれそう

気味が悪い

お人形のよう

やかましい

世話がやける

みにくい
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8．あなたの赤ちゃんの性質はどうですか。次にある対のことばでみた時に，どの段階にあ

　てはまりますか。赤ちゃんの性質にあうところに，例のように○をつけてください。

　　　ど　　　　ど
そ　　ちそ　ど　　ちそそ
う　　らう　ちい　らう　う

でかでらえかでで
あ　　とあ　とな　とあ　あ
る　　いる　もい　いる　る

　　　養　　ξ

（例）　元気がいい

　　　活動的だ

　　　神経が太い

　　　気が強い

　　　気むずかしい

　　　ねばり強い

　　　きかなそうだ

　　　明るい感じ

　　　あたたかい感じ

　　　男らしい

L－一｛E）一一一一L－一一一一L
おとなしい

おっとりしている

神経質である

気がやさしい

のん気そうだ

あっさりしている

すなおそうだ

暗い感じ

つめたい感じ

女らしい
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9．お子さんを育てながら，次のようにお感じにる（なった）ことがありますか。

　　　1．よくある　　2．時々ある　　3．たまにある　　4．全くない

　の中から選んで該当するところに○をつけてください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　2　　3　　4

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よ　時　　た　　全
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あく　あ々　あま　なく
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　っあ　っあ　っに　かな
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たる　たる　たあ　っい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る　た

　　　（例）：子どもを生んでよかった
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L－一（！｝．一一」一一一一一s

1．育児の自信がなくなる

2．充実感がある

3．自分の関心，時間を子どもにとられて

　視野が狭くなる

4．子どもこそ生きがいだ

5．子どもがいなければよかったと思う

6．自分のやりたいことができなくてあせる

7．子どもをもって自分も成長できた

8．育児ノイローゼになる心境に共感できる

　9．自分の中で最も重要なのは子どもだ

10．なんとなくイライラする

11．子どもは自分の体の一部のような感じだ

12．子どもさえいれば幸せだ

一一」
一一」
一一」

一一」

一一」
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母親用2 資料No．　8

調査年月日：昭和年月日
記入者氏名：

お子さんの年齢：　　　歳　　ヵ月

1．前回の訪問時からこれまでの生活（育児）についての特記事項

　　　（環境の変化・病気・その他　）

　　　（体重　）

　　　（運動発達　）

2．最近の1日のスケジュール

0246781012141618202224

・食事の規則性

・睡眠

・入浴

・父親の出勤・帰宅

3．最近の育児について

　1）食事

　①離乳食の回数は何回ですか。与える時間は一定していますか

　　②離乳食はどのようなものを与えていますか

　　　　（母親が作るか。ベビーフードを主に使うのか）

　　③特に好き，嫌いはありますか

　　④離乳食以外は母乳・混合・ミルクのいずれですか

　　⑤食事について苦労していること，困難なことはありますか

　2）排泄

　　①おむつかえはどのようにしていますか

　　　　（子どもがおむつの汚れに対して反応を示すかどうか，

　　　　　子どもの様子でわかるかどうか）

　　②トイレヅトトレーニングについて，今から何か考えてますか

　　　　（いつごろから，あるいはいつごろまでには，など）

　3）睡眠

　　①昼寝はあわせてどれくらいしますか

　　　　（何回で，または一度にどれくらいか。あるいは不規則か）

　　②寝つかせるときはどのようにしますか

　　　　（寝つくまでそばで何らかのかかわりをするか。ひとりで寝つかせるか）
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　③寝つきはよいですか

　　　　（寝ぐせはあるか。夜泣きはするか）

4．最近の子どもの生活について（日中の過ごし方，物理的環境を含む）

　①お子さんが次の状態のとき，お母さんは主にどうしていますか

　　　〈目覚めて機嫌のよいとき〉　〈機嫌のよくないとき〉　＜泣いたり，ぐずったとき

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の反応＞

　　　a　そばにいて相手を　　　　a　（同左）　　　　　　a　すぐに泣きやませよう

　　　　する　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と働かける

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（抱く，あやす）

b　何かしながらとき

　　どき様子をみる

c　ひとりにしておく

　　（遊ばせておく）

　　　かぎり）

b

C

〃

〃

b　声をかける程度で様子

　　をみる

c　かなりひどい泣きでな

　　いかぎりはしばらく放

　　っておく

②お母さんがお子さんの相手をするとき，主にどんなことをしますか

③お子さんが最も喜ぶ活動は何ですか（人との接触か。物で遊ぶことか）

　　おもちゃ，身体を使った遊び，おもちゃ以外のもの

④お子さんのおもちゃを見せてください

　　　・大筋活動を使うおもちゃ　　　　・手で持ったり，押したりするおもちゃ

　・目と手の協応のためのおもちゃ

・その他

　⑤TV，ラジオ，レコードについて

　　　（与えているかどうか，子どもの反応はどうか）

5．父親の育児参加について

　①ご主人は，家事や育児をどの程度してくださいますか

よくする ときどき

ｷる
めったに
ｵない

a　家事（具体的に　　　　　　　　　　　　　　）

b　食事を与える（ミルク・ジュース・離乳食など）

c　おむつをとりかえる

d　お風呂に入れる

e　一緒に遊ぶ

f　お子さんと2人で留守番をする
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　②平日（Fが仕事のある日），ご主人がお子さんと過ごす時間はどれ位ありますか

　　　　約　　　時間　　　分位

　③休日，ご主人がお子さんと過ごす時間はどれ位ありますか

　　　　約　　　時間　　　分位

　④ご主人が家にいて．お子さんが次の状態のとき，ご主人は主にどうしていますか

　　く目覚めて機嫌のよいとき〉　〈機嫌のよくないとき〉　〈泣いたり，＜・ずったとき

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の反応＞

　　　a　そばにいて相手をする　　a　（同左）　　　　　　a　すぐに泣きやませよう

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と働かける

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（抱く，あやす）

　　「b　何かしながらときどき　　b　　〃　　　　　　　　b　声をかける程度，ある

　　　　相手をする　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いはMにあやすように

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　言う

　　　c　ひとりにしておくかM　　c　　〃　　　　　　　c　かなりひどい泣きでな

　　　　にまかせておく　　　　　　　　　　　　　　　　いかぎり放っておく

　⑤ご主人がお子さんの相手をするとき，主にどんなことをしますか

　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　⑥ご主人の育児への参加度（遊びその他，子どもへのかかわり方を含めて）について

　　　あなたはどの程度満足していますか

　　　　　　　　　（　　）％

　⑦　ご主人との間に育児についての考え方のズレを感じることはありますか

　　　a　ある　　　　　　　　　　　b　ない

　　　　・　強く感じる

　　　　t　ある程度

　　　　’　少し

　　　aの場合

　　　具体的にはどんなことですか

6．社会的環境と子どもの反応

　　①近所の人や親戚の人が来訪したり，こちらから訪問することが週に1回程度ありま

　　　すか

　　　alまし・　　　　イ　 bし・し・え

　　　　　（どんな人が，どれくらい）

　　②1週間に1回以上，買物に連れていきますか

　　　alまし・　　　　　　bし・し・え
　　③天気のよい日には1日に1回は外へ連れていきますか（散歩など）

　　　alまし・　’　　　　　bし・し・え
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④お子さんは，お父さん・お母さんのことを他の人と区別してわかっているようです

　　か

　くお父さん〉　　　　　　　　　　＜お母さん＞

　a　わかっている様子である　　　a　わかっている様子である

　b　まだわからないようである　　b　まだわからないようである

　c　なんともいえない　　　　　　c　なんともいえない

⑤お父さんとお母さんとで反応が違いますか

　　（あと追い，遊んでいるときの様子，ぐずったときのおさまりかたなど）

⑥お子さんはよその大人に大して主にどんな反応をしますか

　A　最初の反応（あやされたとき）

　　a　声をたてて笑う　　　　　　　　　d　べそをかく

　　b　かすかに笑う（ほほえむ）　　　　　e　大声で泣く

　　c　まじめな顔をして相手を見る　　　　f　特に変化なし

　B　人によって反応が違うということがありますか

　　　　（特にこういう人はダメとか）

⑦見慣れない場所（よその家など）へ連れていったとき，お子さんは次のうち，どの

　　ような様子ですか

a

b

C

d

e

すぐ慣れて遊ぶ（家にいるときとほとんど変わらない）

少しおとなしくなるが，まもなく慣れる

ある程度時間がたてば家にいるときのように遊べる

かなり時間がたたないと慣れにくい

見慣れない場所では、最後まで，家にいるときのようにはならない

7，子どもの機嫌のよさ

　①お子さんがぐずったり，泣いたりすることはよくありますか（空腹や，おむつの汚

　　　　れ以外で）

（理由）

ねむたい

よくある ときどき　　たまに ない

L－．．一．．．．一．一．

相手をしてほしい
L．一一．．一一一一．．一．．－L－．．一一一．．一一

よくわからないが機嫌が悪い
L．．．一．．．．一．一一．．．．－i

②　泣いたときはなだめなくても自分でおさまることはありますか

L－一一一．一．．一．．一．一．．．L－一一．．一一一一L－．．一．．一一一一・

③泣いたときなだめてもなかなかおさまらないことはありますか

L．．一．．．一一一．．．一．．L－，．．．．一．一一一
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④決まった時間にぐずるということはありますか

⑤お子さんは機嫌のよい子だと思いますか

　　　思う　　　どちらかと　　どちらとも

　　　　　　　　　いえばそう　　　いえない

どちらかという　思わない

と思わない

⑥

⑦

⑧

お子さんは扱いやすい子だと思いますか

　　　現在，育児（子どもについて），困難に感じること，心配なことはありますか

　　　お子さんについて自慢に思うことがありますか

8．現在，あなたの赤ちゃんに対する感じはどうですか。次にある対のことばでみた時に，

　　どの段階にあてはまりますか。あなたの気持ちにあうところに○をつけてください。

　　かわいい　　　　　　　　　　　　　　　　　　 にくらしい

　　丈夫だ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こわれそう

　　だきしめたい　　　　　　　　　　　　　　　　　気味が悪い

　　いきいきしている　　　　　　　　　　　　　　　お人形のよう

　　しずかである　　　　　　　　　　　　　　　　　やかましい

　　手がかからない　　　　　　　　　　　　　　　　せわがやける

　　美しい　　　　　　　　　　　　　　　　　みにくい
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9．あなたの赤ちゃんの性質はどうですか。次にある対のことばでみた時に，どの段階にあ

　てはまりますか。赤ちゃんの性質にあうところに，例のように○をつけてください。

（例）　元気がいい

　　　活動的だ

　　　神経が太い

　　　気が強い

　　　気むずかしい

　　　ねばり強い

　　　きかなそうだ

　　　明るい感じ

　　　あたたかい感じ

　　　男らしい

そ
う

で
あ
る

ど

ちそ　ど
らう　ちい
かで　らえ
とあ　とな
いる　もい
え

ば

ど

ちそ　そ
らう　う

かで　で
とああ
いる　る
え

ば

L－一一一一一〇

L＿＿＿L＿＿＿」L＿＿＿＿L＿＿＿」

おとなしい

おっとりしている

神経質である

気がやさしい

のん気そうだ

あっさりしている

すなおそうだ

暗い感じ

つめたい感じ

女らしい
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ll1

10．お子さんを育てながら，次のようにお感じにる（なった）ことがありますか。

　　　　1．よくある　　2．時々ある　　3．たまにある　　4．全くない

　　の中から選んで該当するところに○をつけてください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　2　　3　　4

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よ　　時　　た　　全
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あく　あ々　あま　なく
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　っあ　っあ　っに　かな
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たる　たる　たあ　っい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る　た

　　　　（例）：子どもを生んでよかった

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一

1．育児の自信がなくなる

2．充実感がある

3．自分の関心，時間を子どもにとられて

　視野が狭くなる

4．子どもこそ生きがいだ

5．子どもがいなければよかったと思う

6．自分のやりたいことができなくてあせる

7．子どもをもって自分も成長できた

8．育児ノイローゼになる心境に共感できる

9．自分の中で最も重要なのは子どもだ

10．なんとなくイライラする

11．子どもは自分の体の一部のような感じだ

12．子どもさえいれば幸せだ

一一」

一一」
一一」
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父親用 資料Nα9

調査年月日：　昭和　　年　　月　　日

記入者氏名：

お子さんの年齢：　　　歳　　ヵ月

1．あなたは，赤ちゃんについて次の中のどのようなことをどの程度なさいますか，a～g

　のそれぞれのあてはまる欄に○をつけてください

よくする ときどき

ｷる
めったに
ｵない

a　食事を与える（ミルク・ジュース・離乳食など）

b　おむつをとりかえる

c　お風呂に入れる

d　だっこして散歩に連れて行く

e　一緒に遊ぶ

f　赤ちゃんと2人で留守番をする

g　その他（　　　　　　　　　　　　　　）

2，あなたは育児（子どもを育てること）についてどのように考えますか，あてはまる記号

　に○をつけてください

a

b

C

育児は両親が協力して行うものだから，自分も父親として積極的に参加しようと思う

育児は主に母親の役割だから，母親にまかせ，父親は必要に応じて参加する程度でよ

いと思う

どちらともいえない
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3．現在，あなたの赤ちゃんに対する感じはどうですか。次にある対のことばでみた時に，

　　どの段階にあてはまりますか。あなたの気持ちにあうところに○をつけてください。

（例）：小さい

かわいい

丈夫だ

だきしめたい

いきいきしている

しずかである

手がかからない

美しい

そ
う

で
あ

る

　ど
そち
うら

でか
あと

るい
　え
　ば

　ど
いち
えら
なと

いも

　ど
そち
うら

でか
あと

るい
　え
　ば

そ
う

で
あ

る

大きい

にくらしい

こわれそう

気味が悪い

お人形のよう

やかましい

世薪ξがやける

みにくい
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4．あなたの赤ちゃんの性質はどうですか。次の対のことばでみたときにどの段階にあては

　　まりますか。赤ちゃんの性質にあうところに○をつけてください。

活動的だ

神経が太い

気が強い

気むずかしい

ねばり強い

きかなそうだ

明るい感じ

あたたかい感じ

男らしい

　　　ど
そ　そち
う　うら

で　でか
あ　あと
る　るい
　　　え
　　　ば

　　　　ど
　ど　そち
いち　うら
えら　でか
なと　あと
いも　るい
　　　　え
　　　　ば

そ
う

で
あ

る

おっとりしている

神経質である

気がやさしい

のん気そうだ

あっさりしている

すなおそうだ

暗い感じ

つめたい感じ

女らしい

5．あなたは，赤ちゃんについて，奥様と話すことがどの位ありますか。次の各項目につい

　て，あてはまる欄に○をつけてください。

よくある ときどきある めったにしない

a　1日の赤ちゃんの様子について

b　育児の方針や赤ちゃんの将来いついて

c　その他（　　　　　　　　　　）
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6・あなたは・育児についての考え方について、奥さまとの間にズレを感じることはどの位

　ありますか。あてはまる記号に○をつけてください。

　a　よくある　　b　ときどきある　　c　たまにある　　d　ない

　差し支えなければ，具体的にどのようなことかお教えください
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行動評定1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　資料No，　10

＜父親・母親用＞

　1．子どもへの働きかけの多さ（子どもに話しかけたり，おもちゃを与えたり，子どもの手

　　　足を動かしてあやすことが多いかどうか）

　　⑤相互交渉の間，絶えず上のような刺激を与えている

　　④⑤よりやや程度が少ない

　　③上のような刺激を与えるのと，じっとみているのとが半々である

　　②①よりやや程度が少ない

　　①ほとんど刺激を与えず，そばにいて子どもの様子をみているだけの方が多い

　2．応答性の程度（子どもからの行動に対して，必ずしも働きかけの意図がなくても，それ

　　　を認め、応答しているかどうか）

　　⑤いつもきまって応じる

　　④応じるとが多い

　　③応じることと，応じないことが半々位である

　　②応じないことが多い

　　①ほとんど応じていない

　3．注意を払う程度（子どもに気を配り，関心を払っている程度について，子どもの気持ち

　　　を解釈するかどうかについて）

　　⑤子どもの様子，発声，行動に対してよく気を配り，察しようとしている

　　　　　（母親が一方的に自分の気持ちや理論を押しつける様子が全くない）

　　④⑤よりやや程度が弱い

　　③　中程度

　　②①よりやや程度が弱い

　　①関心がきわめて弱いか，母親が一方的に押しつける様子がある

　4．相互交渉のスムーズさ

　　　　（母と子の相互交渉のやりとりがスムーズに行われているかどうか）

　　⑤子のやりとりにギクシャクしているところがまったくみられない。非常にしっくりい

　　　　っているという感じ

　　④⑤よりやや程度が弱い

　　③　中程度

　　②①よりやや程度が弱い
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　グ　　①子とのやりとりがギクシャクしていて，相互交渉がスムーズでないという印象を受け

　　　　る。殆ど一方的で，相互交渉としてのやりとりにならない）　　　　　　　、

　　5．相互交渉における楽しさの程度（子どもとのやりとりを楽しんでいるか否かについて）

　　⑤子どもの行なった行動や流れを受け入れたり，子どものやりとりに対して，肯定的な

　　　　態度を持っている

　　④⑤よりやや程度が弱い

　　③　中程度

　　②①よりやや程度が弱い
　　①子どもの行なった行動を拒否したり，子どもとのやりとりで否定的な感情を表したり
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　　　言動を示す。楽しそうではない

6．子どもへの接近の程度

⑤いつも子どものそばにいて，子どもとの身体接触が多い。ベタベタしているという感

　　　じを受ける

④⑤よりやや程度が少ない

③中程度である（ベタベタともあっさりともいえない）

②①よりやや程度が少ない

①あっさりしている。子どもに身体接触をすることが少ない

7．リラヅクスの程度

⑤始めからほとんど緊張している様子がなく，普段とかわりないような振舞いをしてい

　　　るという印象を受ける

④⑤よりやや程度が弱い

③やや緊張していたが，途中からリラックスしてきた

②①よりやや程度が弱い

①終始，母親は緊張しており，ほとんどリラヅクスしているという様子が感じられない

　　　（よそゆきという感じをうけた）。Sの方をチラチラとみて，気にしている

8．身体的遊び

⑤ダイナミックな遊びをする

④⑤よりやや程度が弱い

③体をゆする（ひざや床の上で）

②　手遊びをする

①　なし

N
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行動評定2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　資料Nα11

〈子ども用＞

　　1．相互交渉における活動水準

　　　（母との交渉の中でみられる子どもの活動性の程度について）

　　⑤子どもが活発に手・足を動かしたり，発声をさかんに行い，生き生きした感じを与え

　　　　る

　　④⑤よりやや程度が少ない

　　③中程度（それほど活発であるという感はないが，時々活発な動きをすることもある）

　　②①よりやや程度が少ない

　　①相互交渉の中で子どもが活発に活動しているという感じを受けない

　2．母子相互交渉における楽しさの程度

　　　（母とのやりとりの中で，子どもが楽しんでいるか否か）

　　⑤相互交渉の中で，母親の働きかけを受け入れ，母親に対して，あるいは母親といるこ
　　　　　　　　　　　　　　タ
　　　　とに肯定的な受けとめ方をしている

　　④⑤よりやや程度が弱いが，全体として子どもが肯定的である

　　③中程度。あるいはどういう感情を示しているのか不明である

　　②①よりやや程度が弱い

　　①相互交渉の中で，母親の働きかけを否定し，母親に対して，あるいは母親といること

　　　　に対して否定的な受けとめ方をしている

　3．応答性を求める程度（相互交渉の中で，母親からの応答性を求めようとし，積極的に働

　　　きかけようとするかどうか）

　　⑤母親からの働きかけ（応答性）を期待して，積極的に母親に向かって発声や動作，注

　　　　視を向け，働きかける

　　④⑤よりやや程度が少ない

　　③中程度（それほど積極的に母親から応答性を求めようとしない）

　　②①よりやや程度が少ない

　　①　ほとんど母親の応答性を求めるしぐさをしない

　4，子どものムード（機嫌の良さ）

　　⑤　観察の間、ずっと機嫌良くふるまっており，ぐずったりすることがない。母親が機嫌

　　　　をなおすために苦労するというエピソードはみられない

　　④⑤よりやや程度が少ない。多少のぐずりはみられるが，基本的には機嫌良くふるまっ

　　　　ているという印象をうける

　　③中程度。ぐずったりすることもみられる。また機嫌が良い時もある

　　②①よりやや程度が少ない

　　①観察の間，全体として機嫌が悪いという印象をうける。ぐずったり，べそをかいたり

　　　　泣いたりすることがしばしばあり，母親がなだめることがしばしばあった

　5．活動の増減

　　⑤明らかに増大

　　④⑤よりやや程度が少ない

　　③変化なし
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　②①よりやや程度が少ない

　①明らかに減少

6．泣きの状況

　⑤　強く長い

　④⑤よりやや程度が少ない

　③泣きの持続が短い

　②　ぐずる程度

　①　なし

7．F・Mを接し求める

　⑤　後追い

　④しばしば入ロの方をみる

　③時々，入口の方をみる

　②①よりやや程度が少ない

　①全く気づかない

8．F・Mの呼び声への反応

　⑤入口まで迎えに行く

　④明かに喜ぶ。泣く。手を差し出す

　③声の方を注目するが（入室したMをチラリとみる），表情には特に喜ぶ様子はない

　②①よりやや程度が少ない

　①　無視

9．なだまりやすさ

　⑤自分でたち直れる

　④だっこされるとすぐ直す

　③だっこされると間もなく直す

　②だっこされてもなかなか直らない

　①全く効果なし

10．喜びの状況

　⑤機嫌よく，表情も豊かである

　④表情は特に変化がない

　③ぐずることも少ないが，機嫌の良いことも少ない

　②①よりやや程度が少ない，
　①全体として機嫌が悪いという印象を受ける。なだめることがしばしばある

11．身体的接触

　　⑤しがみつきが長い傾向にある

　　④比較的長い

　　③半々位である

　　②ちょっと触れる程度

　　①　なし
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